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研
究
室
報
告

①

本
年
度
の
新
入
生
歓
迎
行
事
と
し
て

｢

新
入
生
研
修
旅
行
・
秩
父
札

所
巡
り｣
を
行
っ
た
。
平
成
二
十
年
は

｢

日
本
百
番
観
音
報
恩
総
開
帳｣

に
あ
た
り
、
秘
仏
を
じ
か
に
参
拝
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
。
三

十
四
所
か
ら
、
札
所
一
番

(

誦
経
山
四
萬
部
寺)

、
札
所
二
十
三
番

(

松
風
山
音
楽
寺)

、
札
所
三
十
一
番

(

鷲
窟
山
観
音
院)

の
三
ヶ
所
を

選
び
、
バ
ス
で
巡
っ
た
。
新
入
生
に
は
大
い
に
好
評
で
、
学
生
相
互
あ

る
い
は
教
員
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
関
係
各
位
に
は
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

②

本
年
度
は
、
学
祖
井
上
円
了
博
士
生
誕
一
五
〇
年
記
念
に
あ
た
り
、

｢

東
洋
大
学
文
学
部
伝
統
文
化
講
座｣

の
催
し
と
し
て
、
真
言
宗
豊
山

派
迦
陵
頻
伽
聲
明
研
究
会
の
皆
様
の
御
協
力
を
頂
き
、
六
月
二
十
一
日

に
奈
良
・
長
谷
寺
勤
行

｢

ほ
と
け
へ
の
祈
り｣

の
公
演
を
開
催
し
、
大

勢
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。
出
演
者
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

③

本
年
度
、
特
別
講
義
を
拝
聴
し
た
外
国
の
先
生
は
左
記
の
方
で
あ
る
。

ラ
メ
ー
シ
ュ
・
ク
マ
ー
ル
・
パ
ー
ン
デ
ー
博
士

(

シ
ュ
リ
ー
・
ラ
ー
ル
バ

ハ
ー
ド
ゥ
ル
・
シ
ャ
ー
ス
ト
リ
ー
大
学
教
授)

｢

パ
ン
デ
ィ
ッ
ト
の
生

活
と
思
想｣

、
平
成
二
十
年
六
月
十
九
日

(

宮
本
ゼ
ミ
と
橋
本
ゼ
ミ
の

共
催)

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
シ
ル
ク
博
士

(

オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
大
学
教
授)

、｢

唯

識
と
共
生｣

、
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
四
日

(

共
生
思
想
研
究
セ
ン

タ
ー
と
イ
ン
ド
哲
学
科
共
催])

、｢

維
摩
経
に
つ
い
て｣

、
平
成
二
十
一

年
一
月
六
日

(

渡
辺
章
悟
教
授
の
大
学
院
の
講
義
の
時
間
に
開
催)

④

本
年
度
も
大
学
院
の
研
究
発
表
会
を
春
学
期

(

七
月
二
日)

と
秋
学

期

(

十
一
月
二
十
六
日)

に
公
開
に
て
開
催
し
た
。
前
期
の
発
表
者
は
、

伊
藤
慶

(

Ｍ
２)

、
井
原
知
子

(

Ｍ
２)

、
相
川
愛
美

(

Ｍ
２)

、
鈴
木

貫
太

(

Ｄ
２)

、
馬
場
え
つ
こ

(

Ｄ
３)

の
五
名
、
後
期
の
発
表
者
は
、

加
藤
千
絵

(

Ｍ
２)

、
三
澤
祐
嗣

(

Ｍ
２)

、
橋
爪
浩
昭

(

Ｍ
２)

、
チ
ャ

イ
ト
ン
デ
ィ
ー
・
プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン

(

Ｄ
１)

、
ア
ラ
ム
ラ
ッ
ト
・
ス

タ
ッ
ス

(

Ｄ
３)

、
ウ
リ
ジ
ジ
リ
ガ
ラ

(

Ｍ
２)

、
板
野
義
弘

(

Ｍ
２)

、

天
野
ま
ゆ
こ

(

Ｍ
１)

、
澤
田
容
子

(

Ｍ
２)

、
林

香
奈

(

Ｄ
３)

の

十
名
で
あ
っ
た
。

⑥

本
年
度
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
板
野
義
弘
君
、
三
澤

祐
嗣
君
、
鈴
木
貫
太
君
、
馬
場
え
つ
こ
さ
ん
が
担
当
し
た
。

⑦

本
年
度
の
卒
業
論
文
・
制
作
の
提
出
者
は
、
Ⅰ
部
が
五
〇
名
、
Ⅱ
部

が
四
名
で
あ
り
、
大
学
院
の
修
士
論
文
提
出
者
は
一
〇
名
で
あ
っ
た
。

本
年
度
の
優
秀
論
文
に
対
す
る
褒
賞
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

・
校
友
会
奨
学
基
金

学

部

園
田
沙
弥
佳

(

Ⅰ
部)

、
長
澤
英
明

(

Ⅱ
部)

大
学
院

相
川
愛
美

・
勧
学
奨
学
基
金

学

部

石
坂
歩
美

(

Ⅰ
部)

、
上
野
絢
子

(

Ⅱ
部)

・
田
村
芳
朗
奨
学
基
金
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学

部

相
川
裕
保
、
尾
形
優
、
中
島
寿
丸

(

Ⅰ
部
三
名
、
Ⅱ
部

該
当
者
な
し)

大
学
院

澤
田
容
子
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平
成
二
十
年
度
業
績

(

平
成
二
十
年
一
月
〜
十
二
月)

竹
村
牧
男

＜

論
文＞

｢

己
事
究
明
と
し
て
の
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

(

単
著
、『

エ
コ
・
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
研
究』
第
二
号
、
東
洋
大
学

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学

際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

[T
IE
P
h]

、
平
成
二
十
年
三
月
、
三
一
〜

四
九
頁)

｢

宗
教
と
社
会
活
動

―

還
相
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て｣
(

単
著
、『

共
生
思

想
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報』

二
〇
〇
七
、
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン

タ
ー
、
平
成
二
十
年
三
月
、
四
七
〜
六
〇
頁)

｢

西
田
幾
多
郎
の
仏
教

真
宗
と
の
関
わ
り
を
中
心
に｣

(

単
著
、『

日
本

の
哲
学』

第
九
号

(

日
本
哲
学
史
フ
ォ
ー
ラ
ム)

、
平
成
二
十
年
年
十
二

月
、
六
八
〜
八
五
頁)

＜

そ
の
他＞

｢

重
々
無
尽
の
い
の
ち

―

『

華
厳
五
教
章』

を
読
む｣

(

単
著
、『
大
法
輪』

平
成
十
七
年
八
月
号
よ
り
、
毎
月
連
載

平
成
二
十
年
一
月
号
で
完
結)

｢

解
説｣

、
金
山
穆
韶
・
柳
田
謙
十
郎

『

日
本
真
言
の
哲
学』

(

単
著
、
大

法
輪
閣
、
平
成
二
十
年
二
月
、
三
四
六
〜
三
五
八
頁)

｢

仏
教
と
科
学

そ
の
要
素
還
元
主
義
の
立
場
を
め
ぐ
っ
て｣

(

単
著
、
シ

リ
ー
ズ
往
復
書
簡

｢

生
命
へ
の
問
い

―

仏
教
と
科
学
と
の
接
点
を
求

め
て｣

五
、『

春
秋』

四
月
号
、
春
秋
社
、
平
成
二
十
年
四
月
、
一
九
〜

二
二
頁)

｢

自
己
の
構
造

場
所
の
論
理
と
華
厳
の
世
界
観｣

(

単
著
、
同
七
、『

春

秋』

六
月
号
、
春
秋
社
、
平
成
二
十
年
六
月
、
二
六
〜
二
九
頁)

｢

場
所
的
存
在
感
情
か
ら
歴
史
創
造
の
主
体
へ｣

(

単
著
、
同
九
、『

春
秋』

十
月
号
、
春
秋
社
、
平
成
二
十
年
一
〇
月
、
九
〜
一
二
頁)

｢

大
乗
経
典
を
つ
ら
ぬ
く
も
の｣

(

単
著
、『

ナ
ー
ム』

五
月
号
、
水
書
房
、

平
成
二
十
年
五
月
、
二
〜
七
頁)

｢

仏
教
と
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

(

単
著
、『

在
家
仏
教』

六
月
号
、
在

家
仏
教
協
会
、
平
成
二
十
年
六
月
、
四
二
〜
五
七
頁)

対
談

｢

日
本
的
霊
性
と
共
生｣

(

山
折
哲
雄
・
竹
村
牧
男
・
佐
々
木
廸
郎
、

市
民
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

｢

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
共
生
の
こ
こ
ろ｣

、

『

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス』

第
三
十
五
号
、
社
団
法
人
生
命
科
学
振
興
会
、

平
成
二
十
年
十
一
月
、
二
一
〜
七
四
頁)

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会

(

評
議
員)

／
日
本
宗
教
学
会

(

理
事)

／
比

較
思
想
学
会

(

理
事)

／
仏
教
思
想
学
会

(

理
事)

／
東
方
学
会

(

会

員)

研
究
発
表

｢

日
本
仏
教
と
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

(

第
四
回
韓
国
仏
教
学
結
集
大

会
、
平
成
二
十
年
五
月
十
七
〜
十
八
日

(

発
表
は
一
八
日)

、
於
東
国

大
学
、
ソ
ウ
ル)

｢

環
境
問
題
と
仏
教
思
想｣

(

北
陸
宗
教
文
化
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

環
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境
問
題
と
宗
教
文
化｣

、
平
成
二
十
年
七
月
十
三
日
、
金
沢
市)

｢
空
海
の
密
教
思
想
と
華
厳
思
想｣

＜
T
he
E
soteric

D
octrine

of

K
u‾ kai

and
the
K
egon

T
hought＞

(

第
二
回
国
際
華
厳
学
会＜

T
he
Second

International
H
uayan

Sym
posium

＞

、
平
成

二
十
年
八
月
七
〜
十
日

(

発
表
は
八
日)

、
パ
リ
市
南
部
郊
外
ベ
レ
バ

城
ホ
テ
ル)

｢

学
問
と
社
会
お
よ
び
宗
教
学
と
現
代

―

仏
教
学
等
を
ふ
ま
え
つ
つ｣

(

日
本
宗
教
学
会
第
六
十
七
回
学
術
大
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

現
代

社
会
に
お
け
る
宗
教
学
の
役
割
を
問
う｣

、
平
成
二
十
年
九
月
十
三
日
、

筑
波
大
学
大
学
会
館
小
ホ
ー
ル)

｢

仏
教
思
想
の
社
会
的
役
割
に
つ
い
て

―

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

の
関
連
に
お
い
て｣

(IC
A
S

・T
IE
P
H
共
催
国
際
セ
ミ
ナ
ー

｢

持
続

可
能
な
発
展
と
自
然
、
人
間

―

西
洋
と
東
洋
の
対
話
か
ら
新
し
い

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を
求
め
て｣

、
平
成
二
十
年
十
一
月
八
日
、
茨

城
県
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

[

土
浦
市])

木
村
競

｢

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
に
お
け
る
哲
学
の
役
割｣
に
対
す

る
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

(

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機
構

(IR
3S)

・
東
洋
大
学

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ

(T
IE
P
h)

共
催

｢

哲
学
セ
ミ
ナ
ー｣

、
平
成
二
十
年
十

二
月
六
日
、
白
山
校
舎
六
号
館
六
二
〇
九
番
教
室)

＜

講
演＞

素
修
会
例
会

｢

仏
教
と
社
会

―

還
相
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て｣

(

平
成
二

十
年
五
月
十
三
日
、
日
本
工
業
倶
楽
部

[

東
京
・
丸
の
内])

学
祖
祭

｢

学
祖
・
井
上
円
了
博
士
に
お
け
る
哲
学
と
宗
教｣

(

平
成
二
十

年
六
月
六
日
、
蓮
華
寺

[

中
野
区])

鈴
鹿
短
期
大
学
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

｢

環
境
問
題
と
日
本
思
想｣

(

平
成
二

十
年
六
月
一
四
日
、
鈴
鹿
短
期
大
学)

白
百
合
大
学

｢

宗
教
と
文
学｣

オ
ム
ニ
バ
ス
講
義

｢

道
元
と
文
芸

―

冬

の
美
学
を
め
ぐ
っ
て｣

(

平
成
二
十
年
六
月
二
十
七
日
、
白
百
合
女
子

大
学)

在
家
仏
教
協
会
講
演
会

｢

大
悲
も
の
う
き
こ
と
な
し

―

大
乗
仏
教
の
こ

こ
ろ｣

(

平
成
二
十
年
七
月
二
十
六
日
、
大
手
町
ビ
ル)

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
経
営
学
会
・
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
経
営
研
究
委
員
会
第
五

回
会
議

｢

地
球
社
会
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
基
盤
を
考
え
る｣

(

平
成
二
十
年
八
月
一
日
、
日
本
品
質
保
証
機
構
会
議
室

[

東
京
・
丸

の
内])

社
団
法
人
生
命
科
学
振
興
会
北
海
道
支
部
例
会
・
市
民
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

｢

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
共
生
の
こ
こ
ろ｣

に
て
山
折
哲
雄
氏
と
対

談

｢

日
本
的
霊
性
と
共
生｣

(

司
会

(

座
長)

は
、
佐
々
木
廸
郎
氏
、

平
成
二
十
年
八
月
二
三
日
、
か
で
る
二
・
七

[

札
幌
市])

＜

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加＞

東
洋
大
学

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

(T
IE
P
h)

・
自
然
観
探
究
ユ
ニ
ッ
ト
代
表
者

(

機
構
長：

松
尾
友
矩

[
東
洋
大
学])

東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
長
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＜
教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

日
本
仏
教
史

(

Ⅱ
部)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑦

(

Ⅰ
部)

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担
当

｢
比
較
文
化
・
文
明
①

(

比
較
思
想)｣

(

五
月
二
十
九
日)

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担

当

｢

日
本
仏
教
に
お
け
る
信
仰
と
修
行｣

(

四
月
十
九
日)

校
友
会
寄
附
講
座

(
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担
当

｢

東
洋
大
学
の
現
在

―

共
生
を
め
ざ
し
て｣

(

九
月
三
十

日
、
二
限)

大
学
院：

日
本
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ

(

前
期
課
程)

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ

(

後
期
課
程)

学
外
担
当
科
目

上
智
大
学
文
学
部：

仏
教
思
想
Ⅰ
・
Ⅱ

茨
城
大
学
農
学
研
究
科：

緑
環
境
シ
ス
テ
ム
科
学
特
別
講
義
Ⅰ
、
集
中

講
義
、
平
成
二
十
年
十
一
月
十
八
日
、
十
二

月
一
日

＜

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

文
学
部
長
／
評
議
員
／
東
洋
学
研
究
所
研
究
員

＜

社
会
的
活
動＞

講
座

｢

空
海

―

心
の
奥
な
る
世
界
を
尋
ね
て｣

(

東
洋
大
学
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ＜

東
洋
思
想

へ
の
誘
い＞

、
平
成
二
十
年
十
月
四
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス)

宮
本
久
義

＜

論
文＞

｢

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
聖
地
巡
礼
の
作
法

―

『

カ
ー
シ
ー
・
ラ
ハ
ス
ヤ』

中
の
パ

ン
チ
ャ
ク
ロ
ー
シ
ー
巡
礼
を
め
ぐ
っ
て｣

(

単
著
、『

多
民
族
社
会
に
お

け
る
宗
教
と
文
化』

十
一
号
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
、
平
成
二
十
年
三

月
、
一
九
〜
三
七
頁)

｢

叙
事
詩
の
世
界
を
生
き
る
神
劇

―

ラ
ー
ム
・
リ
ー
ラ
ー｣

(

単
著
、

『

神
話
と
芸
能
の
イ
ン
ド』

(

鈴
木
正
崇
編)

山
川
出
版
社
、
平
成
二
十

年
八
月
、
七
一
〜
九
〇
頁)

＜

そ
の
他＞

｢

新
仏
教

(

ネ
オ
・
ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム)

と
現
代
イ
ン
ド｣

(

単
著
、『

浅
草

寺
仏
教
文
化
講
座』

第
五
二
集
、
浅
草
寺
、
平
成
二
十
年
八
月
、
一
二

二
〜
一
三
七
頁)

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会

(

平
成
十
九
年
十
月
〜
二
十
年
九
月
、
常
務
理
事)

／
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

(

評
議
員)

／
日
本
佛
教
学
会

(

会
員)

／

建
築
史
学
会

(

会
員)

／
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会

(

会
員)

学
会
開
催

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
第
二
十
一
回
全
国
大
会

(

東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
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パ
ス
、
九
月
二
十
七
〜
二
十
八
日)

の
実
行
委
員
長
と
し
て
開
催
の
準

備
に
従
事

研
究
発
表

｢

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
地
形
成
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
関
与

―

北
イ

ン
ド
の
聖
地
バ
ナ
ー
ラ
ス
を
事
例
と
し
て｣

(

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

研
究
例
会
、
平
成
二
十
年
十
一
月
八
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス)

＜

調
査
活
動＞

｢

奈
良
・
京
都
の
寺
社
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
諸
相
調
査｣

(

東
洋
大
学
共

生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
、
セ
ン
タ
ー
長：

竹
村
牧
男

[

東
洋
大
学]

、
平

成
二
十
年
六
月
十
四
日
〜
十
五
日
、
奈
良
市
・
京
都
市)

＜

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加＞

｢

東
洋
に
お
け
る
聖
地
信
仰
の
研
究：

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
に
お
け
る

聖
地
巡
礼
成
立
の
要
件｣

平
成
二
十
年
度
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
学

術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
研
究
代
表
者
と
し
て
イ
ン
ド
思
想
・
宗
教
に
お
け

る
聖
地
信
仰
の
研
究
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
統
括
に
従
事

｢

東
洋
大
学

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機
構

(T
IE
P
h)｣

(

研
究
員
、
機

構
長：

松
尾
友
矩

[

東
洋
大
学])

自
然
観
探
究
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
し
、

｢

イ
ン
ド
の
自
然
観｣

の
研
究
を
行
う

｢

東
洋
思
想
に
基
づ
く

｢

共
生
学｣

の
構
築｣

東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究

セ
ン
タ
ー

(

研
究
員
、
セ
ン
タ
ー
長：

竹
村
牧
男

[

東
洋
大
学])

｢

古

代
イ
ン
ド
哲
学
思
想
と
共
生
思
想
の
研
究｣

を
行
い
、
第
二
回
研
究
会

で

｢

神
と
人
を
繋
ぐ
神
劇
ラ
ー
ム
・
リ
ー
ラ
ー｣

平
成
二
十
年
五
月
二

十
一
日
、
第
四
回
研
究
会
で

｢

イ
ン
ド
の
野
外
劇
ラ
ー
ム
・
リ
ー
ラ
ー

に
お
け
る
共
生
の
問
題｣

平
成
二
十
年
六
月
十
八
日
、
を
発
表
。

＜

教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

イ
ン
ド
古
典
哲
学
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
現
代
思
想
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
文
化
論
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅱ
部)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
②

(

Ⅰ
部)

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担
当

｢

イ
ン
ド
思
想
と
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

(

六
月
五
日)

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

｢

信
仰
と
修
行｣

(

四
月
十
二
日)

｢

戒
律
と
禁
欲｣

(

十
月
四
日)

大
学
院：

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ

(

前
期
課
程)

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ

(

後

期
課
程)

学
外
担
当
科
目

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
特
殊
研
究

｢

サ
ー
ン
キ
ヤ
思
想
の
研
究｣

(

東
京
大

学
文
学
部
・
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
、
夏
学
期)

総
合
講
座

｢

東
洋
医
学
の
人
間
科
学｣

中
、｢

ヨ
ー
ガ
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー

ダ｣

を
担
当

(

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
部
、
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
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日
・
十
一
月
七
日)

＜
社
会
的
活
動＞

講
座

｢
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー

―

イ
ン
ド
独
立
へ
の
希
望
と
挫
折｣

、
東
洋
大

学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ

｢

東
洋
思

想
へ
の
誘
い
４｣

、
平
成
二
十
年
五
月
十
七
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ

ン
パ
ス

講
演

｢

多
宗
教
・
多
民
族
国
家
イ
ン
ド

―

共
生
社
会
へ
の
模
索｣

国
際

仏
教
興
隆
協
会
、
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
五
日
、
南
青
山
・
梅
窓
院

祖
師
堂

＜

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

イ
ン
ド
哲
学
科
第
Ⅰ
部
主
任
／
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
／
東

洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
／
東
洋
大
学｢

エ
コ
・
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学

連
携
研
究
機
構

(T
IE
P
h)

研
究
員

橋
本
泰
元

＜

論
文＞

‶A
Study

of
an
A
spect

of
K
ab

� �r's
B
hakti

w
ith
the

T
ext

and
T
ranslation

of
the

the
G
ya‾ na

C
aum･ t� �sa‾

in
K
ab

� �r's

B
� �
ja

k
"
(

単
著
、『

中
世
ヒ
ン
ド
ゥ
イ
ズ
ム
に
お
け
る
バ
ク
テ
ィ
運
動

の
歴
史
的
展
開』

＜

平
成
十
七
年
度
〜
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金

[

基
盤
研
究

(

Ｂ)]

研
究
成
果
報
告
書

(

研
究
代
表
者：

山
下
博

司

[

東
北
大
学])＞

二
〇
〇
八
年
三
月
十
六
日
、
一
二
九
〜
一
三
六
頁)

｢『

ゴ
ー
ラ
ク
ナ
ー
ト
語
録』

研
究
―

｢

サ
ブ
デ
ィ
ー｣

(

四
二
〜
一
〇
〇)

の
本
文
と
和
訳｣

(

単
著
、『

東
洋
学
論
叢』

第
三
十
三
号＜

東
洋
大
学

文
学
部
紀
要
第
六
十
一
集＞

二
〇
〇
八
年
三
月
三
十
日
、
一
三
二
〜
一

四
七
頁)

｢

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
共
生
―<

境
界
性>

と
い
う
視
点
か

ら｣
(

単
著
、『

東
洋
的
知
に
基
づ
く

｢

共
生｣

思
想
の
研
究』

＜

平
成

十
八
年
度
〜
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

[

基
盤
研
究

(

Ｃ)]

研
究
成
果
報
告
書

(

研
究
代
表
者：

竹
村
牧
男

[

東
洋
大
学])＞

二
〇

〇
八
年
三
月
三
十
一
日
、
六
五
〜
七
三
頁)

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
佛
教
学
会

(

理
事)

／
日
本
宗
教
学
会

(

会
員)

／
日
本

南
ア
ジ
ア
学
会

(

会
員)

／
日
本
佛
教
学
会

(

会
員)

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
第
二
十
一
回
全
国
大
会
開
催

(

九
月
二
十
七
・
二

十
八
日
、
東
洋
大
学)

事
務
局
長

＜

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加＞

｢

ヒ
ン
デ
ィ
ー
・
ウ
ル
ド
ゥ
ー
韻
律
の
リ
ズ
ム
構
造
の
解
明
―
ペ
ル
シ
ア

起
源
説
の
検
証
を
と
お
し
て
―｣

＜

平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金

[

基
盤
研
究

(

Ｂ)]

研
究
代
表
者：

長
崎
広
子

[

大
阪
大
学]

研
究

分
担
者＞

｢
東
洋
に
お
け
る
聖
地
信
仰
の
研
究：

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
に
お
け
る

聖
地
巡
礼
成
立
の
要
件｣

(

平
成
二
十
年
度
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
学

術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
研
究
代
表
者：

宮
本
久
義

[

東
洋
大
学]

、
研
究
分
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担
者)

東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

(

セ
ン
タ
ー
長：

竹
村
牧
男

[
東
洋
大
学])

東
洋
大
学

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

(T
IE
P
h)

研
究
員

(

機
構
長：

松
尾
友
矩

[

東
洋
大
学])

＜

教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ｂ

(

Ⅱ
部)

イ
ン
ド
の
宗
教
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部)

ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
献
講
読
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
①
Ａ
・
Ｂ
(

Ⅰ
部)

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
(
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一

回
担
当

｢

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
信
仰
と
修
行｣

(

六
月
十
四
日)

文
学
部
伝
統
文
化
講
座

｢

聲
明
講
演｣

(

六
月
二
十
一
日
主

催)

校
友
会
寄
附
講
座

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担
当

｢

哲
学
館
初
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色

―

哲
学
を
如

何
に
教
育
す
る
の
か｣

(

八
月
八
日
、
四
限)

大
学
院：

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ

(

前
期
課

程)

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ

(

後

期
課
程)

学
外
担
当
科
目

大
正
大
学
学
部：

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ

＜

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

自
然
科
学
委
員
会
委
員
／
教
職
課
程
運
営
委
員
会
委
員
／
文
学
研
究
科
年

次
刊
行
物
委
員
会
委
員
／
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
共
生
思
想

研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

＜

社
会
的
活
動＞

団
体
役
員
等

大
法
輪
石
原
育
英
会
評
議
員

学
術
講
演
／
一
般
講
演
／
講
座
等

講
座

｢

イ
ン
ド
の
共
生
思
想
―
中
世
民
衆
宗
教
家
の
立
場
か
ら
―｣

(

東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

講
座
Ｂ＜

共
生
へ
の
道
を
求
め
て
―
東
洋
の
心
に
学
ぶ＞

、
平
成
二

〇
年
十
一
月
一
九
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス)

渡
辺
章
悟

＜

論
文＞

V
ajracchedika‾

P
rajn �a‾ pa‾ ram

ita‾ ,
M

a
n

u
s
c
rip

ts
in

T
h

e

S
c
h

o/
y
e
n

C
o
lle

c
tio

n
Ⅳ

,
B

u
d

d
h

is
t

M
a

n
u

s
c
rip

ts
V

o
lu

m
e

3
,

G
eneral

E
ditor:

Jens
B
raarvig,

O
slo:

H
erm
es
P
ublishing,

2007,
pp.89-132.

(P
aul
H
arrison

と
の
共
著)

＜

そ
の
他
の
業
績＞

｢

大
乗
仏
教
論｣

『

仏
教
文
化』

第
一
三
四
号
、
東
京
国
際
仏
教
塾
、
平
成
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二
十
年
八
月
十
日
、
一
〇
〜
一
三
頁

｢
寺
田
福
寿
と
仏
青
運
動

―

椎
尾
辨
匡
の
共
生
運
動
へ
の
展
開

(

１)｣

『
共
生
思
想
研
究
年
報
二
〇
〇
七』

、
東
洋
大
学
共
生
思
想
セ
ン
タ
ー
編
、

平
成
二
十
年
三
月
、
六
三
〜
八
五
頁

｢

新
・『

般
若
心
経』

入
門｣

第
十
八
回

｢

原
典
か
ら
読
む

『

般
若
心
経』

(

12)

―

｢『

心
経』
の
讃
嘆
―｣

(『

大
法
輪』

一
月
号
、
平
成
二
十
年

一
月
、
一
四
四
〜
一
五
一
頁)

｢

新
・『

般
若
心
経』

入
門｣
第
十
九
回

｢『

般
若
心
経』

の
展
開

(

１)

―

｢

イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
①｣
―｣

(『

大
法
輪』

二
月
号
、
平
成
二
十

年
二
月
、
一
五
二
〜
一
五
九
頁)

｢

新
・『

般
若
心
経』

入
門｣

第
二
十
回

｢『

般
若
心
経』

の
展
開

(

２)

―

｢

イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
②｣

―｣
(『

大
法
輪』

三
月
号
、
平
成
二
十

年
三
月
、
一
六
六
〜
一
七
三
頁)

｢

新
・『

般
若
心
経』

入
門｣

第
二
十
一
回

｢『
般
若
心
経』

の
展
開

(

３)

―

｢

中
国
の
注
釈
①｣

―｣
(『

大
法
輪』

四
月
号
、
平
成
二
十
年

四
月
、
一
五
六
〜
一
六
三
頁)

｢

新
・『

般
若
心
経』

入
門｣

第
二
十
二
回

｢『

般
若
心
経』
の
展
開

(

４)

―

｢

中
国
の
注
釈
②｣

―｣
(『

大
法
輪』

五
月
号
、
平
成
二
十
年

五
月
、
一
五
二
〜
一
五
九
頁)

｢

新
・『

般
若
心
経』

入
門｣

第
二
十
三
回

｢『

般
若
心
経』

の
展
開

(

５)

―

｢

日
本
に
お
け
る
信
仰｣

―｣
(『

大
法
輪』

六
月
号
、
平
成
二

十
年
六
月
、
一
六
六
〜
一
七
三
頁)

｢

新
・『

般
若
心
経』

入
門｣

第
二
十
四
回

｢『

般
若
心
経』

の
展
開

(

６)

―

｢

日
本
人
に
よ
る

『

心
経』

の
注
釈｣

―｣
(『

大
法
輪』

七
月

号
、
平
成
二
十
年
七
月
、
一
六
八
〜
一
七
五
頁)

｢

新
・『

般
若
心
経』

入
門｣

第
二
十
五
回

｢『

般
若
心
経』

と
日
本
文

化
―

｢

呪
文
と
し
て
の

『

般
若
心
経』

と
文
学
―｣

(『

大
法
輪』

八
月

号
、
平
成
二
十
年
八
月
、
一
七
八
〜
一
八
五
頁)

｢

新
・『

般
若
心
経』

入
門｣

第
二
十
六
回

｢『

般
若
心
経』

の
泉
を
汲

み
取
る
―

｢

絵
心
経｣

と
円
了

｢

大
正
般
若
心
経｣

―｣
(『

大
法
輪』

九
月
号
、
平
成
二
十
年
九
月
、
一
七
六
〜
一
八
三
頁)

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会

(

理
事
・
常
務
委
員
・
評
議
員
・
企
画
編
集
委

員
会
委
員)

／
日
本
西
蔵
学
会

(

委
員)

／
日
本
宗
教
学
会

(

会
員)

／
日
本
佛
教
学
会

(

会
員)

／
仏
教
思
想
学
会

(

会
員)

／
東
ア
ジ
ア

仏
教
学
会

(

会
員)

／
国
際
仏
教
学
会IA

B
S
(

会
員)

／
国
際
真
宗

学
会
会
員

研
究
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

在
家
菩
薩
と
し
て
のSatpurus･ a

(Satpurus･ a
as
a
B
odhisattva

of

lay
follow

er)｣

韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
、
東
国
大
学

(

韓
国)

、
平
成

二
十
年
五
月
十
七
日

｢
慈
悲
と
共
生

―
仏
教
的
共
生
の
理
念
と
現
実
―｣

第
二
十
一
回
日
本

南
ア
ジ
ア
学
会
・
全
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(

テ
ー
マ：

南
ア
ジ
ア
に
お
け

る
《
共
生
》
の
諸
相
と
展
望)

で
の
発
表
、
於
東
洋
大
学
白
山
校
舎
、

平
成
二
十
年
九
月
二
十
八
日
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｢

失
わ
れ
る
共
生
・
求
め
ら
れ
る
共
生｣

平
成
二
十
年
度
天
台
宗
教
学
大

会
基
調
講
演

(

教
学
大
会
の
共
通
テ
ー
マ：

現
代
社
会
と
仏
教)

、
叡
山

学
院
講
堂

(

滋
賀
県)

、
平
成
二
十
年
十
一
月
六
日

｢

大
乗
仏
教
の
起
源｣

国
際
仏
教
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
創
価
大
学
国
際
仏

教
学
高
等
研
究
所

(

全
体
の
テ
ー
マ：

T
he
M
aha‾ sa‾ m･ ghika

School,

M
aha‾ ya‾ na

and
G
andha‾ ra

―

T
he
E
ncounter

of
B
uddhist

A
rt
and

A
rchaeologists

w
ith
B
uddhist

P
hilologists

大
衆
部
、

大
乗
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
―
仏
教
美
術
史
・
考
古
学
と
仏
教
文
献
学
の
出
会

―)

、
平
成
二
十
年
十
一
月
三
十
日

｢

イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
共
感
と
共
苦｣

東
洋
大
学
共
生
思
想
セ
ン
タ
ー

主
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(

全
体
の
テ
ー
マ
｢

ア
ジ
ア
の
文
化
と
共
生

の
か
た
ち｣)

東
洋
大
学
井
上
円
了
ホ
ー
ル
、
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十

日

学
会
参
加

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
五
十
九
回
学
術
大
会
に
参
加

(
平
成
二
十
年

九
月
三
日
〜
五
日
、
愛
知
学
院
大
学
、
理
事
会
及
び
研
究
発
表)

＜

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加＞

東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

(

セ
ン
タ
ー
長：

竹
村
牧
男

[

東
洋
大
学])

東
洋
大
学

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

(T
IE
P
h)

研
究
員

(

機
構
長：

松
尾
友
矩

[

東
洋
大
学])

｢

チ
ベ
ッ
ト
・
ポ
タ
ラ
宮
所
蔵
梵
本

『

維
摩
経』

に
基
づ
く
総
合
的
研
究｣

(

平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費

[

基
盤
研
究

(

Ｂ)]

、
研
究
代
表
者：

多

田
孝
文

[

大
正
大
学]

、
研
究
分
担
者)

｢

仏
教
用
語
の

『

日
英
基
準
訳
語
集』

構
築
に
向
け
て
の
総
合
的
研
究｣

(

平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費

[

基
盤
研
究

(

Ａ)]

、
研
究
代
表
者：

斎

藤
明

[

東
京
大
学]

、
研
究
分
担
者)

＜

教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

仏
教
学
概
論

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部)

仏
教
思
想
論

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
④

(

Ⅰ
部)

文
学
部
総
合
科
目
Ⅰ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
共
通)

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ｂ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担

当

｢

大
乗
仏
教
の
戒
律｣

(

一
月
十
日)

・
校
友
会
寄
附
講
座

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

五
回
担
当
な
ら

び
に
全
体
責
任
者

｢

井
上
円
了
は
何
を
目
指
し
、
何
を
実
現
し
よ
う
と
し
た

か

―

そ
の
生
涯
と
実
践｣

(

八
月
五
日
、
二
限)

｢

井
上
円
了
が
受
け
た
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

―

円
了

は
海
外
で
何
を
見
、
何
を
考
え
た
の
か｣

(

八
月
八
日
、

三
限)

｢

社
会
で
活
躍
す
る
校
友
―
社
会
福
祉｣

(

九
月
二
十
九
日
、

二
限)

｢

井
上
円
了
の
生
涯
を
か
け
た
熱
き
闘
い

―

最
後
の
著
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作

『

奮
闘
哲
学』｣

(

九
月
三
十
日
、
四
限)

｢

講
義
の
ま
と
め｣

(

九
月
三
十
日
、
五
限)

大
学
院：

大
乗
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ

(

前
期
課
程)

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ

(

後
期
課
程)

＜

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
主
任
、
東
洋
大
学
大
学
院
Ｆ
Ｄ
委
員
会

委
員
／
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
／
共
生
思
想
セ
ン
タ
ー
研
究
員
／
東
洋

大
学

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

(T
IE
P
h)

研
究
員

＜

社
会
的
活
動＞

(

財)

仏
教
伝
道
協
会
英
訳
大
蔵
経
編
集
委
員
会

(

委
員)

／
同
協
会
仏

教
聖
典
編
集
委
員
会

(

委
員)

／

(

財)
全
日
本
仏
教
会
国
際
交
流
審

議
会

(

委
員)

／

(

財)

東
方
研
究
会

(

研
究
員)

＜

特
別
講
義
・
公
開
講
座＞

｢

井
上
円
了
の
教
育
理
念｣

東
洋
大
学
文
学
部
特
別
講
義

(
新
入
生
対
象)

、

於
東
洋
大
学
白
山
校
舎
６
号
館
、
平
成
二
十
年
四
月
十
六
日

｢

エ
コ
ロ
ジ
ー
と
仏
教｣
T
IE
P
h

主
催
・
東
洋
大
学
総
合
科
目
・
共
通
テ
ー

マ

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
入
門｣

、
東
洋
大
学
白
山
校
舎
、
平
成
二
十

年
六
月
十
二
日

｢

大
乗
仏
教
概
論｣

東
京
国
際
仏
教
塾
特
別
講
義
、
於
東
京
大
学
仏
教
青

年
会
会
館
、
平
成
二
十
年
六
月
十
四
日

｢

明
治
の
仏
教
と
仏
教
青
年
会
運
動｣

東
京
大
学
仏
教
青
年
会
、
於
東
京

大
学
仏
教
青
年
会
会
館
、
平
成
二
十
年
七
月
十
一
日

｢

仏
教
の
経
典
と
音
楽｣

学
び
ラ
イ
ブ
・
東
洋
大
学
主
催
、
於
東
洋
大
学

白
山
校
舎
・
六
号
館
、
十
月
五
日

｢

現
代
の
共
生
思
想

―

椎
尾
辨
匡
か
ら
黒
川
紀
章
ま
で

―｣
(

公
開
講

座：
｢

共
生
へ
の
道
を
求
め
て｣

第
一
回
講
義)

共
生
思
想
エ
ン
タ
ー
主

催
、
於
東
洋
大
学
白
山
校
舎
、
平
成
二
十
年
十
一
月
五
日

｢

日
本
人
は
経
典
を
ど
の
よ
う
に
受
け
容
れ
た
の
か｣

(

東
洋
大
学
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
Ｂ＜

東
洋
思
想
へ

の
誘
い＞

、
平
成
二
十
年
十
一
月
五
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス)

伊
吹

敦

＜

論
文＞

｢

慧
可
伝
の
再
検
討｣

(

単
著
、｢

東
洋
学
論
叢｣

第
三
十
三
号＜

｢

東
洋

大
学
文
学
部
紀
要｣

第
六
十
一
集＞

、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
日
、
一

〜
三
六
頁)

｢

墓
誌
銘
に
見
る
初
期
の
禅
宗

(

上)｣
(

単
著
、『

東
洋
学
研
究』

第
四
十

五
号
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
日
、
二
八
八
〜
三
〇
二
頁)

＜

そ
の
他＞

｢

叢
林
生
活
の
安
定

(

上)

要
説
・
中
国
禅
思
想
史

一
六｣

(

単
著
、

『

禅
文
化』

二
〇
七
、
平
成
二
十
年
一
月
二
十
五
日
、
四
四
〜
五
三
頁)

｢
叢
林
生
活
の
安
定

(

中)

要
説
・
中
国
禅
思
想
史

一
七｣

(

単
著
、

『
禅
文
化』

二
〇
八
、
平
成
二
十
年
四
月
二
十
五
日
、
一
三
四
〜
一
四
二

頁)

｢

叢
林
生
活
の
安
定

(

下
之
上)

要
説
・
中
国
禅
思
想
史

一
八｣

(

単
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著
、『

禅
文
化』

二
〇
九
、
平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日
、
五
九
〜
六
八

頁)

｢

叢
林
生
活
の
安
定

(

下
之
下)

要
説
・
中
国
禅
思
想
史

一
九｣

(

単

著
、『
禅
文
化』

二
一
〇
、
平
成
二
十
年
十
月
二
十
五
日
、
一
三
二
〜
一

三
九
頁)

｢

禅
が
日
本
に
残
し
た
も
の｣

(

単
著
、
苅
部
直
・
片
岡
龍
編
著

『

日
本
思

想
史
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク』
、
新
書
館
、
平
成
二
十
年
三
月
五
日
、
五
八
〜
五

九
頁)

｢

安
心｣

｢

北
宗
禅｣

｢

安
心
立
命｣

｢

一
相
三
昧｣

｢

淤
泥
深
浅
人
不
識｣

｢

遠
看
近
看｣

｢

活
�
�
地｣

｢

棺
木
裏
瞠
眼｣

｢

凝
心｣
｢

現
身
説
法｣

｢

虚
明
自
照｣

｢

悟
了
同
未
悟｣

｢

守
一
不
移｣
｢

収
放
如
如｣

｢

守
心｣

｢

声
色
外
威
儀｣

｢

聖
諦
不
為｣

｢

青
山
常
運
歩｣
｢

隻
履
達
磨｣

｢

箭
箭
相

�｣
｢

触
処
全
真｣

｢

祖
師
心
印｣

｢

達
磨
禅｣

｢
断
臂
求
法｣

｢

泥
仏
不
渡

水｣
｢

東
喝
西
棒｣

｢

軟
語｣

｢

繞
路
説
禅｣

｢

念
不
起
為
坐｣

｢

不
識｣

｢

不
識
文
字｣

｢

莫
忘｣

｢

楞
伽
宗｣
｢

霊
知｣

｢

法
句
経｣

｢
観
心
論｣

｢

伝

法
宝
紀｣

｢

慧
能｣

の
各
項
目

(

田
上
太
秀
・
石
井
修
道
編
著

『
禅
の
思

想
辞
典』

、
東
京
書
籍
、
平
成
二
十
年
六
月
十
日)

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
佛
教
学
会

(

理
事)

／
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会

(

役
員)

／
日
本

印
度
学
仏
教
学
会

(

会
員)

／
仏
教
思
想
学
会

(

会
員)

／
早
稲
田
大

学
東
洋
哲
学
会

(

会
員)

／
財
団
法
人
東
方
学
会

(

会
員)

研
究
発
表

｢｢

戒
律｣

か
ら

｢

清
規｣

へ
―
北
宗
の
禪
律
一
致
思
想
と
そ
の
克
服
と
し

て
の
清
規
の
成
立｣

日
本
佛
教
学
会
平
成
二
十
年
度
学
術
大
会
、
平
成

二
十
年
九
月
十
二
日
、
叡
山
学
院

＜

教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

中
国
仏
教
史
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部)

仏
典
の
思
想
と
文
化
Ⅱ
Ａ

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑥

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑫

(

Ⅱ
部)

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ｂ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担

当

｢

中
国
仏
教
に
お
け
る
戒
律
と
禁
欲｣

(

十
月
十
八
日)

校
友
会
寄
附
講
座

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担
当

｢

哲
学
館
の
後
継
者
た
ち
の
活
躍

―

境
野
黄
洋
、
高
嶋

米
峰
な
ど｣

(

九
月
二
十
六
日
、
二
時
限)

大
学
院：

中
国
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ

(

前
期
課
程)

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ

(

後
期
課
程)

＜

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

イ
ン
ド
哲
学
科
第
Ⅱ
部
主
任
／
Ⅱ
部
主
任
会
議
委
員
／
文
学
部
内
資
格
審

査
委
員
会
委
員
／
文
学
部
内
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
委
員
／
東
洋
学
研

究
所
研
究
員

＜

社
会
的
活
動＞

講
座

｢

禅
思
想
の
誕
生
―
中
国
独
自
の
仏
教
は
い
か
に
し
て
生
ま
れ
た
か｣
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(

東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講

座
Ｂ＜

東
洋
思
想
へ
の
誘
い＞

、
平
成
二
十
年
十
月
十
一
日
、
東
洋
大

学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス)

財
団
法
人
東
方
研
究
会
兼
任
研
究
員

山
口
し
の
ぶ

＜

論
文＞

｢

カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
盆
地
の
ナ
ー
マ
サ
ン
ギ
ー
テ
ィ
文
殊
に
つ
い
て｣
(

単
著
、

『

東
洋
学
論
叢』

第
三
十
三
号
、
平
成
二
十
年
三
月
、
一
四
八
―
一
七
〇

頁)

｢

十
二
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ル
・
リ
ン
ガ
寺
院
に
つ
い
て

―

マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ

ト
ラ
州
グ
リ
シ
ュ
ネ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
寺
院
を
中
心
と
し
て
―｣

(

単
著

『

印
度
学
仏
教
学
研
究』

第
五
十
七
巻
一
号
、
平
成
二
十
年
十
二
月
、
二

六
二
―
二
六
八
頁)

＜

そ
の
他＞

｢

南
ア
ジ
ア
の
寺
院
縁
起
―
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
シ
ヴ
ァ
・
リ
ン
ガ
崇
拝
の
神

話
と
巡
礼
―｣

(

単
著
、『

ア
ジ
ア
遊
学』

第
一
一
五
号
、
平
成
二
十
年

十
月
、
三
二
―
四
一
頁)

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会

(

会
員)

／
日
本
宗
教
学
会

(

会
員)

／
南
ア

ジ
ア
学
会

(

会
員)

／
日
本
佛
教
学
会

(

会
員)

／
密
教
図
像
学
会

(

会
員)

／
東
海
印
度
学
仏
教
学
会

(

会
員)

／
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化

学
会

(

会
員)

研
究
発
表

｢

南
ア
ジ
ア
の
寺
院
縁
起
―
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
シ
ヴ
ァ
・
リ
ン
ガ
崇
拝
の

神
話
と
巡
礼
―｣

(

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
縁
起
の
東
西
―
聖
人
・
奇
跡
・
巡

礼
、
平
成
二
十
年
三
月
十
九
日
、
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所)

｢

十
二
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ル
・
リ
ン
ガ
寺
院
に
つ
い
て｣

(

日
本
印
度
学
仏
教

学
会
第
五
十
九
回
学
術
大
会
、
平
成
二
十
年
九
月
四
日
、
愛
知
学
院

大
学)

＜

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加＞

｢

マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
巡
礼
地
の
研
究｣

(

平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
費

[

基
盤
研
究

(

Ｃ)]

研
究
代
表
者)

＜

教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑧

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
・
仏
教
図
像
学

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部)

チ
ベ
ッ
ト
文
献
講
読
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅱ
部)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ａ

(

Ⅱ
部)

・
Ｂ

(

Ⅰ
部)

宗
教
学
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅱ
部)

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

二

回
担
当

｢

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
信
仰
と
修
行｣

(

五
月
二
十
四
日)

｢

ネ
パ
ー
ル
仏
教
に
お
け
る
戒
律
と
禁
欲｣

(

十
一
月
十
五
日)

大
学
院：
大
乗
仏
教
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ

(

前
期
課
程)
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＜
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

外
国
語
委
員
会
委
員
／
文
学
部
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
委
員
／
東
洋

学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員

＜

社
会
的
活
動＞

講
座

｢

心
・
身
体
・
世
界
―
チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
修
行
体
系｣

(

東
洋
大
学

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ＜

東
洋
思
想
へ
の
誘
い
３＞

、
平
成
二
十
年
十
一
月
十
五
日
、
東
洋
大
学

白
山
キ
ャ
ン
パ
ス)

沼
田
一
郎

＜

書
評＞

‶P
atrick

O
livelle,

D
h

a
rm

a
s
u‾

tra
P

a
ra

lle
ls

:
C

o
n

ta
in

in
g

th
e

D
h

a
rm

a
s
u‾

tra
s

o
f

A
p

a
s
ta

m
b

a
,

G
a

u
ta

m
a

,
B

a
u

d
h

a‾
y
a

n
a

a
n

d

V
a

s
is･ t･ h

a,
D
elhi:

M
otilal

B
anarsidass,

2005,IX
+
230P

p.
R
s.

685."(

単
著
、

N
a

g
o
y
a

S
tu

d
ie

s
in

In
d

ia
n

C
u

ltu
re

a
n

d

B
u

d
d

h
is

m
：

S
a

m･
b

h
a‾

s･
a‾ ,
27

、
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
イ

ン
ド
文
化
学
研
究
室
、
平
成
二
十
年
九
月
三
十
一
日
、
一
八
二
〜
一
八

三
頁)

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会

(

会
員
・
英
文
叢
書
委
員
会
委
員)

／
日
本
印
度

学
仏
教
学
会

(

会
員)

／
日
本
佛
教
学
会

(

会
員)

／
北
海
道
印
度
哲

学
仏
教
学
会

(

会
員
・
評
議
員)

研
究
発
表

｢

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
ス
ム
リ
テ
ィ
の
文
献
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て｣

(

北
海

道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
学
術
大
会
、
平
成
二
十
年
八
月
三
十
日
、
北

海
学
園
大
学)

＜

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加＞

｢

東
洋
に
お
け
る
聖
地
信
仰
の
研
究：

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
に
お
け
る

聖
地
巡
礼
成
立
の
要
件｣

(

平
成
二
十
年
度
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
研
究
代
表
者：

宮
本
久
義

[

東
洋
大
学]

、
研
究
分
担
者)

＜

教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
文
化
論
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅱ
部)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習

(

Ⅱ
部)

イ
ン
ド
古
典
哲
学

(

Ⅱ
部)

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ｂ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担

当

｢

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
戒
律
と
禁
欲｣

(

十
二
月
六
日)

学
外
担
当
科
目

高
千
穂
大
学
非
常
勤
講
師

(

学
部
、｢

宗
教
学
Ａ
・
Ｂ｣)

＜
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
／
東
洋
学
研
究
所

『

東
洋
学
研
究』

編
集
委
員
／
文
学
部
予
算
委
員
会
委
員
／
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＜
社
会
的
活
動＞

講
座

｢

法
事
・
法
話
・
法
律
―

『

法』

の
イ
ン
ド
的
起
源｣

(

東
洋
大
学

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ＜

東
洋
思
想
へ
の
誘
い＞

、
平
成
二
十
年
五
月
三
一
日
、
東
洋
大
学
白
山

キ
ャ
ン
パ
ス)

岩
井
昌
悟

＜

論
文＞

｢｢

あ
た
か
も
力
あ
る
人
が
曲
げ
た
臂
を
伸
ば
す
か
、
伸
ば
し
た
臂
を
曲
げ

る
よ
う
に｣

―

神
變
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
を
追
う｣
(

単
著
、｢

東
洋
学

論
叢｣

第
三
十
三
号＜

｢

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要｣

第
六
十
一
集＞

、
平

成
二
十
年
三
月
三
十
日
、
六
八
〜
一
三
一
頁)

｢

パ
ー
リ
十
六
慧
と
北
傳

｢

〜
慧
者｣

リ
ス
ト
の
對
應
關
係｣

(

単
著
、

『

日
本
佛
教
学
會
年
報』

第
七
十
三
號
、
平
成
二
十
年
七
月
十
日
、
後
七

十
一
〜
九
十
四
頁)

｢

初
期
仏
教
に
お
け
る
肉
食
の
肯
定｣

(

単
著
、『

？』

、
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
九
日
、
五
〜
五
七
頁
、
韓
国
語

訳

｢
｣

は
仏
教
文
化
研
究
院
研
究

教
授
・
鄭
栄
植
氏
に
よ
る
。『

佛
教
學
報』

第
五
十
輯
、
二
〇
〇
八
年
十

二
月
三
十
一
日
、
五
一
〜
七
六
頁
に
再
掲)

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会

(

会
員)

／
日
本
宗
教
学
会

(

会
員)

／
日
本

佛
教
学
会

(

会
員)

／
仏
教
思
想
学
会

(

会
員)

研
究
発
表

｢

大
唐
西
域
記
に
記
さ
れ
る
仏
跡
と
原
始
仏
教
聖
典
の
関
係

―

マ
ト
ゥ

ラ
ー
の
ケ
ー
ス｣

(

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
発
表
例
会
、
平
成

二
十
年
一
月
十
二
日)

｢

ム
ン
ゲ
ー
ル
調
査
報
告｣

(

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
発
表
例
会
、

平
成
二
十
年
十
月
十
一
日)

｢

初
期
仏
教
に
お
け
る
肉
食
の
肯
定｣

(

十
一
月
二
十
九
日
に
韓
国
・
東

国
大
学
校
法
科
大
学
謀
議
法
廷
室
に
て
開
催
さ
れ
た
国
際
学
術
大
会

｢

？｣

に
お
い
て
発
表
。
通
訳
は

仏
教
文
化
研
究
院
研
究
教
授
・
鄭
栄
植
氏)

＜

調
査
活
動＞

｢

東
洋
に
お
け
る
聖
地
信
仰
の
研
究：

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
に
お
け
る

聖
地
巡
礼
成
立
の
要
件｣

に
お
け
る
仏
蹟

(

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
、
サ
ー
ル

ナ
ー
ト
、
ム
ン
ゲ
ー
ル)

調
査

(

平
成
二
十
年
度
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

｢

東
洋
に
お
け
る
聖
地
信
仰
の
研
究：

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏

教
に
お
け
る
聖
地
巡
礼
成
立
の
要
件｣

、
研
究
代
表
者：

宮
本
久
義

[

東

洋
大
学]

、
研
究
分
担
者
、
平
成
二
十
年
八
月
二
十
三
日
〜
八
月
三
十
一

日)

＜
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加＞

｢
東
洋
に
お
け
る
聖
地
信
仰
の
研
究：

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
に
お
け
る

聖
地
巡
礼
成
立
の
要
件｣

(

平
成
二
十
年
度
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
研
究
代
表
者：

宮
本
久
義

[

東
洋
大
学]

、
研
究
分
担
者)
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＜
教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
仏
教
史
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部)

パ
ー
リ
文
献
講
読

(

Ⅰ
部)

仏
教
古
典
哲
学

(

Ⅱ
部)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習

(

Ⅱ
部)

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ｂ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担

当

｢

初
期
仏
教
に
お
け
る
信
仰
と
修
行｣
(

四
月
二
十
六
日)

＜

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

入
試
委
員
会
委
員
／
情
報
機
器
運
営
委
員
会
委
員
／
東
洋
学
研
究
所
研
究

員

＜

社
会
的
活
動＞

講
座

｢

釈
尊
の
侍
者
比
丘
た
ち

―

そ
の
人
間
像｣

(

東
洋
大
学
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ＜
東
洋
思

想
へ
の
誘
い
３＞

、
平
成
二
十
年
十
月
二
十
五
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ

ン
パ
ス)
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平
成
二
十
年
度
演
習
ゼ
ミ
活
動
報
告

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①

①
テ
ー
マ

｢

古
代
イ
ン
ド
社
会
・
文
化
の
諸
問
題｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：
高
橋
洋
平

(

三
年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

四
年
生
一

三
名
、
三
年
生
一
五
名
、
二
年
生
一
〇
名

③
活
動
報
告

今
年
度
は
英
語
論
文
の
輪
読
に
挑
戦
し
た
。
数
年
前
にA
.L
.B
asham

の

T
h

e
W

o
n

d
e
r

th
a

t
w

a
s

In
d

ia
(

和
訳)
の
輪
読
を
や
っ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
、
今
回
はB

asham

編
のA

C
u

ltu
ra

l
H

is
to

ry
o
f

In
d

ia

か
ら

二
編
を
読
ん
だ
。
参
加
者
の
希
望
を
聞
い
て
選
ん
だ
の
だ
が
、
英
文
の
読
解

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と
ら
れ
て
、
内
容
を
十
分
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ

た
。
一
人
が
論
文
一
点
を
丸
ご
と
担
当
す
る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
た
が
、

ゼ
ミ
の
人
数
が
多
す
ぎ
て
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
は
研
究
発
表
と
卒
論
指
導
が
ゼ
ミ
活
動
の
柱
で
あ
る
。
前
者

に
つ
い
て
は
、
三
年
生
の
段
階
か
ら
卒
論
を
視
野
に
入
れ
た
内
容
を
要
求
す

る
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。
後
者
の
卒
業
論
文
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
テ
ー
マ
を
発
見
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
つ
い

て
教
員
と
の
討
論
を
通
し
て
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
論
文
の

形
式
や
内
容
・
構
成
に
わ
た
っ
て
意
見
を
交
換
で
き
た
ケ
ー
ス
で
は
よ
い
も

の
が
生
ま
れ
た
と
自
負
し
て
い
る
。
勧
学
奨
学
金
受
賞
者
が
出
た
こ
と
も
付

記
す
る
。

ゼ
ミ
合
宿
は
夏
に
白
馬
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
実
施
し
た
。
個
別
の
研
究
発

表
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
一
つ
の
課
題
に
つ
い
て
共
同
研
究
す
る
よ
う
な
内

容
も
模
索
し
た
い
。

宮
本
久
義

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
②

①
テ
ー
マ

｢

イ
ン
ド
思
想
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

(

春
学
期)

幹
事：

南
浩
一(

幹
事)

、
籾
山
擁
也(

副
幹
事)

、

(

幹
事
を
除
く)

四
年
生
七
名
、
三
年
生
一
二
名
、
二
年
生
一
二
名
、(

秋

学
期)

幹
事：

籾
山
擁
也

(

幹
事)

、
塩
澤
花
野

(

副
幹
事)

、(

幹
事
を

除
く)

四
年
生
八
名
、
三
年
生
一
一
名

(

イ
ギ
リ
ス
留
学
の
た
め
休
学
中

の
一
名
を
除
く)

、
二
年
生
一
一
名

③
活
動
報
告

本
年
度
は
各
班
が
年
間
を
通
し
て
研
究
す
る
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
れ
に
関

連
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
あ
る
い
は
外
国
語
文
献
の
一
部
を
読
解
す
る

こ
と
を
課
題
と
し
た
。
哲
学
班
は
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
研
究
に
取
り
組
み
、

シ
ャ
ン
カ
ラ
を
は
じ
め
、
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
、
マ
ド
ヴ
ァ
、
ニ
ン
バ
ー
ル
カ

の
思
想
研
究
、
お
よ
び
ラ
マ
ナ
・
マ
ハ
ル
シ
や
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
と

の
比
較
を
行
っ
た
。
テ
ク
ス
ト
は

『

マ
イ
ト
リ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド』

を
取

り
上
げ
た
が
、
か
な
り
難
渋
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
神
話
班
は
イ
ン
ド
の
女
神

神
話
を
テ
ー
マ
と
し
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
北
欧
神

話
と
比
較
し
、
イ
ン
ド
神
話
の
特
徴
を
探
っ
た
。
テ
ク
ス
ト
は

『

ラ
ー
マ
ー
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ヤ
ナ』

の
ス
ィ
ー
タ
ー
誘
拐
の
場
面
を
読
解
し
た
。
文
化
班
は
、
イ
ン
ド
の

民
俗
絵
画
で
あ
る
ミ
テ
ィ
ラ
ー
画
を
取
り
上
げ
、Y

ves
V
e �quaud,

T
h

e

A
rt

o
f

M
ith

ila,
1977

の
絵
画
解
説
部
分
を
全
訳
し
た
。
文
学
班
は
イ
ン

ド
の
説
話
文
学
を
テ
ー
マ
と
し
、『

ヒ
ト
ー
パ
デ
ー
シ
ャ』

の
一
部
を
翻
訳

し
た
。
今
年
度
は
四
年
生
の
卒
業
論
文
中
間
発
表
と
と
も
に
、
三
年
生
、
二

年
生
に
も
各
自
の
卒
業
論
文

(

制
作)

に
向
け
て
の
中
間
構
想
を
発
表
し
て

も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
皆
、
興
味
の
も
て
る
研
究
対
象
を
必
死
に
見
つ
け
よ

う
と
す
る
過
程
で
、
多
く
の
テ
ク
ス
ト
や
参
考
文
献
に
当
た
り
、
教
員
の
期

待
に
応
え
て
く
れ
た
。

夏
期
の
研
修
合
宿
は
八
月
三
十
一
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
、
富
士
見
高
原

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
行
っ
た
。
二
日
目
の
午
後
は
信
州
原
村
・
八
ヶ
岳
自
然

文
化
園
に
行
き
、
ゼ
ミ
生
間
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
終
了
時
に

は
参
加
者
全
員
の
発
表
配
布
資
料
が
二
セ
ン
チ
ほ
ど
の
厚
さ
に
な
り
、
質
量

と
も
に
充
実
し
た
成
果
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
十
一
月
九
日

(

日)

に
は
、

学
外
研
修
と
し
て

｢

ミ
テ
ィ
ラ
ー
画
と
ワ
ル
リ
ー
画｣

(

関
口
美
術
館)

と

｢

ス
リ
ラ
ン
カ
展｣

(

東
京
国
立
博
物
館)

へ
行
き
、
ミ
テ
ィ
ラ
ー
画
の
画
家

と
交
流
を
深
め
る
な
ど
有
益
な
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

橋
本

泰
元

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
③

①
テ
ー
マ

｢

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

ゼ
ミ
長：

長
谷
川
裕
太

(

三
年
生)

、(

ゼ
ミ
長
を
除
く)

他

四
年
生
一
五
名
、
三
年
生
五
名
、
二
年
生
一
〇
名
、
大
学
院
前
期
課
程
院

生
一
名

③
活
動
報
告

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
初
め
の
数
回
で
本
ゼ
ミ
の
授
業
の
主
旨
、
資
料
概

説
、
卒
業
論
文
を
視
野
に
入
れ
た
論
文
執
筆
方
法
な
ど
を
講
義
し
た
。
そ
の

な
か
で
、
大
勢
の
ゼ
ミ
生
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
に
従
っ
て
大
き
く
思
想
班

(

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想)

、
神
話
班
、
儀
礼
班

(

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
民
間
儀
礼)

、

文
化
班

(

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
女
神
信
仰)

の
四
班
に
分
け
た
。

こ
れ
ら
の
班
は
昨
年
度
を
ほ
ぼ
継
承
し
て
い
る
の
で
、
各
班
に
お
け
る
発

表
と
レ
ジ
ュ
メ
の
作
成
な
ど
の
提
示
方
法
も
徐
々
に
よ
く
な
っ
て
き
た
と
思

う
。
し
か
し
、
昨
年
度
の
反
省
点
と
同
じ
で
あ
る
が
、
参
考
資
料
の
ほ
と
ん

ど
が
邦
文
文
献
で
あ
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
関
わ
る
原
典
を
読
み
資
料
を
批

判
的
に
読
む
と
い
う
訓
練
に
な
か
な
か
取
り
組
め
な
か
っ
た
。
た
だ
、
英
文

資
料
に
取
り
組
む
個
人
研
究
を
す
る
ゼ
ミ
生
が
少
し
増
え
て
き
た
こ
と
は
喜

ば
し
い
。

こ
の
自
主
的
研
究
発
表
と
平
行
し
て
、
四
年
生
の
卒
業
論
文
あ
る
い
は
卒

業
制
作
の
中
間
発
表
も
行
っ
た
。
四
年
生
の
半
分
は
夏
期
研
修
合
宿
に
て
行
っ

た
。
今
年
度
も
、
参
加
者
数
が
多
か
っ
た
せ
い
か
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に

予
約
で
き
ず
、
今
年
度
は
千
葉
・
九
十
九
里
浜
に
あ
る
民
間
会
社
運
営
の
貸

別
荘

｢

イ
ル
カ
ハ
ウ
ス｣

に
て
九
月
八
〜
十
日
、
食
事
を
自
炊
し
、
い
わ
ば

缶
詰
状
態
で
、
充
実
し
た
夏
期
研
修
を
行
え
た
。
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渡
辺
章
悟

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
④

①
テ
ー
マ

｢

大
乗
仏
教
の
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：

八
木
田
香
織

(

四
年
生)

、
山
本
耕
平

(

三
年
生)

(

幹
事
を
除
く)
三
年
生
二
名
、
二
年
生
八
名

③
活
動
報
告

本
ゼ
ミ
は
大
乗
仏
教
の
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
、
学
生
の
意
欲
的
な
研
究
活

動
を
促
進
す
る
た
め
、
毎
回
特
定
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
研
究
発
表
を
行
う
方

法
を
と
っ
て
い
る
。

本
年
も
最
初
に
担
当
者
が
運
営
方
針
や
ら
大
乗
仏
教
の
概
要
を
説
明
し
、

そ
の
後
に
は
す
で
に
経
験
の
あ
る
四
年
生
と
三
年
生
か
ら
実
際
に
個
人
研
究

を
中
心
と
し
た
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
今
年
の
ゼ
ミ
は
構
成
人
数
も
少
な
く
、

大
半
が
二
年
生
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
ら
の
間
で
の
ま
と
ま
り
は
良
か
っ
た
よ

う
だ
っ
た
。
前
期
は
比
較
的
出
席
率
も
良
く
、
発
表
も
う
ま
く
纏
ま
っ
て
い

た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
後
期
に
な
る
と
残
念
な
が
ら
、
急
に
出
席
率
が
悪

く
な
っ
た
。
特
に
遅
刻
が
多
く
な
り
、
自
分
の
発
表
す
べ
き
日
で
あ
り
な
が

ら
無
断
で
欠
席
し
た
り
す
る
無
責
任
な
ゼ
ミ
生
も
見
ら
れ
た
。
特
に
問
題
は

学
習
意
欲
の
低
下
で
あ
る
。
日
常
生
活
の
中
で
学
習
す
る
習
慣
が
な
く
、
授

業
の
目
的
も
は
っ
き
り
持
て
な
い
よ
う
な
学
生
も
少
な
か
ら
ず
い
て
対
応
に

苦
慮
し
た
。

夏
合
宿
は
仏
教
青
年
会
と
合
同
で
、
禅
寺
に
て
合
宿
を
お
こ
な
っ
た
。
ゼ

ミ
の
参
加
者
は
約
半
数
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
参
加
し
た
学
生
は
坐
禅
を
体
験

し
た
り
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
興
じ
た
り
、
埴
輪
で
有
名
な
相
川
考
古
館

を
参
観
し
、
お
茶
室
に
て
抹
茶
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
。
ま
た
、
徳
川
発
祥
の

地
で
あ
る
世
良
田
の
東
照
宮
、
長
楽
寺
な
ど
を
拝
観
し
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

旅
を
体
験
で
き
た
こ
と
に
、
大
い
に
満
足
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

今
年
は
研
究
発
表
が
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
途
中
で
ゼ
ミ

生
の
意
見
を
聞
い
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
で

『

般
若
心
経』

を
読
み
始
め

た
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
慣
れ
て
い
な
い
学
生
が
多
く
、
さ
ら
に
予
習
す

ら
せ
ず
に
出
席
し
て
く
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
こ
れ
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
。
結
局
は
再
び
研
究
発
表
の
形
式
に
戻
し
た
が
、
最
後
に
な
っ
て
出
欠
を

何
度
も
厳
し
く
忠
告
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
授
業
参
加
の
意
識
が

多
少
改
善
さ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

今
年
の
ゼ
ミ
の
反
省
を
来
年
に
活
か
し
て
、
来
年
は
も
う
少
し
実
り
あ
る

ゼ
ミ
活
動
に
し
た
い
と
切
に
念
願
し
て
い
る
。

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑤

①
テ
ー
マ

｢

原
始
仏
教
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

(

春
学
期)

幹
事：

中
島
寿
丸

(

四
年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

四
年
生
二
名
、
三
年
生
四
名
、
二
年
生
四
名
、(

秋
学
期)

幹
事：

小
倉

麻
由

(

三
年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

四
年
生
三
名
、
三
年
生
三
名
、
二
年

生
四
名

③
活
動
報
告

今
年
度
も
昨
年
度
を
踏
襲
し
、
最
初
に
指
導
教
員
が
原
始
仏
教
聖
典
に
つ

い
て
概
説
し
、
そ
の
後
は
、
卒
業
論
文
・
卒
業
制
作
を
視
野
に
入
れ
た

｢

個
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人
研
究｣

と
、
ゼ
ミ
生
全
員
に
よ
る

｢

共
同
研
究｣

の
二
本
立
て
と
し
、
個

人
研
究
の
報
告
が
一
巡
し
た
ら
、
共
同
研
究
の
発
表
に
移
り
、
そ
れ
が
終
わ

る
と
ま
た
個
人
研
究
に
戻
る
と
い
う
形
で
、
両
研
究
を
交
互
に
進
め
た
。
な

お

｢

共
同
研
究｣

と
は
い
っ
て
も
各
人
が
主
体
的
に
同
一
テ
ー
マ
に
と
り
く

む
形
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
別
の
研
究
で
は
な
い
。
ま
た
適
宜
、
共
同
研
究
に

関
わ
る
テ
ー
マ
で
、
指
導
教
員
に
よ
る
講
義
を
は
さ
ん
だ
。

今
年
度
に
設
け
た
共
同
研
究
テ
ー
マ
は

｢

仏
教
に
け
る
善
人
と
は
？｣

と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
各
ゼ
ミ
生
が
分
担

(

南
伝
大
蔵
経
で
一
人
３
〜
４
冊)
し
て
パ
ー
リ
聖
典
を
翻
訳
に
よ
っ
て
読

み
進
め
、
毎
回
読
ん
だ
箇
所
か
ら
共
同
研
究
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か

の
発
表
を
行
っ
た
。
残
念
な
が
ら
本
年
度
に
は
共
同
研
究
テ
ー
マ
に
関
し
て

明
確
な
結
論
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
翻
訳
を
通
し
て
で
も
、
と
に
か

く
聖
典
に
直
接
触
れ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
図
が
指
導
教
員
側
に
あ
り
、

そ
の
点
は
達
成
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

課
外
活
動
は
四
月
二
十
二
日
に
コ
ン
パ
を
、
九
月
十
八
日
〜
二
十
日
に
は

鴨
川
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
て
夏
合
宿
を
行
っ
た
。
合
宿
は
四
年
生
の
卒
論
中

間
報
告
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
三
、
二
年
生
に
も
個
人
研
究
の
発
表
を
し
て

も
ら
っ
た
。

四
年
生
三
人
が
卒
業
論
文
を
提
出
し
た
。
中
島
寿
丸
君
の｢

神
々
の
マ
ニ
ュ

ア
ル

―

梵
天
勧
請
か
ら
見
る
釈
尊
の
布
教
の
意
味｣

が
田
村
芳
朗
賞
を
受

賞
し
た
。

伊
吹

敦

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑥

①
テ
ー
マ

｢

禅
思
想
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：

相
川
裕
保

(

四
年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

四
年
生
三

名
、
三
年
生
三
名
、
二
年
生
四
名

③
活
動
報
告

本
年
度
は
、
前
期
は

『

十
牛
図』

、
後
期
は

『

正
法
眼
蔵
随
聞
記』

を
そ

れ
ぞ
れ
輪
読
し
た
。
い
ず
れ
も
、
テ
キ
ス
ト
を
適
当
に
区
切
り
、
担
当
者
を

決
め
て
、
各
自
作
成
し
た
レ
ジ
ュ
メ
に
基
づ
い
て
発
表
を
し
て
も
ら
っ
た
。

禅
文
献
に
は
難
し
い
も
の
が
多
く
、
毎
年
、
学
生
た
ち
が
理
解
に
苦
し
ん

で
い
る
の
を
痛
感
し
て
い
た
の
で
、
今
年
は
で
き
る
だ
け
易
し
く
、
具
体
性

を
も
っ
た
も
の
を
テ
キ
ス
ト
に
し
よ
う
と
考
え
、『

十
牛
図』

と

『

正
法
眼

蔵
随
聞
記』

と
を
選
ん
だ
が
、
そ
の
点
で
は
成
果
は
あ
っ
た
と
思
う
。

た
だ
、
学
生
の
取
り
組
み
は
必
ず
し
も
充
分
で
は
な
く
、
解
説
本
を
そ
の

ま
ま
コ
ピ
ー
し
た
よ
う
な
レ
ジ
ュ
メ
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
演
習
で
は
、

自
分
で
読
み
、
考
え
る
力
を
養
う
べ
き
な
の
だ
が
、
な
か
な
か
改
善
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

卒
論
指
導
は
随
時
行
っ
た
が
、
学
生
に
よ
っ
て
取
り
組
み
に
大
き
な
違
い

が
あ
り
、
で
き
あ
が
っ
た
卒
論
も
、
何
年
も
か
け
て
仕
上
げ
た
立
派
な
も
の

か
ら
、
甚
だ
し
く
粗
忽
な
も
の
ま
で
様
々
で
あ
っ
た
。
卒
論
指
導
を
も
っ
と

組
織
的
・
計
画
的
な
も
の
と
し
て
、
一
定
の
水
準
に
保
つ
必
要
性
を
痛
感
し

た
。課

外
活
動
と
し
て
は
、
コ
ン
パ
を
何
度
か
行
っ
た
外
、
学
生
の
希
望
に
沿
っ
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て
、
夏
季
休
暇
中
に
上
野
界
隈
を
散
策
す
る
集
い
を
も
っ
た
。
東
京
国
立
博

物
館
が
主
な
訪
問
先
の
は
ず
だ
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
休
館
日
で
、
計
画
性
の

な
い
自
分
た
ち
の
行
動
に
あ
き
れ
果
て
た
。
だ
が
、
そ
れ
も
い
い
思
い
出
か
。

竹
村
牧
男

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑦

①
テ
ー
マ

｢

鎌
倉
新
仏
教
の
祖
師
方
の
人
と
思
想｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：

窪
明
博

(

四
年
生)

、
副
幹
事：

田
中
雄
一
郎

(

三

年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

四
年
生
九
名
、
三
年
生
五
名
、
二
年
生
六
名

③
活
動
報
告

本
年
度
は
、｢

鎌
倉
新
仏
教
の
祖
師
方
の
人
と
思
想｣

を
テ
ー
マ
に
ゼ
ミ

を
行
っ
た
。
た
だ
し
四
年
生
は
、
卒
論
研
究
を
優
先
し
、
卒
論
の
テ
ー
マ
で

発
表
を
し
て
も
ら
っ
た
。
四
年
生
の
卒
論
構
想
発
表
を
最
初
の
頃
に
設
定
し

た
が
、
中
に
は
十
分
に
構
想
が
確
定
し
て
い
な
い
者
も
い
て
、
実
質
的
な
意

味
を
持
ち
得
な
い
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
。
三
年
生
・
二
年

生
は
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
の
発
表
で
あ
り
、
人
数
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
発
表
回
数
は
夏
季
の
ゼ
ミ
合
宿
を
含
め
、
３
回
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
三
年
生
は
昨
年
度
の
経
験
も
あ
り
、
発
表
に
慣
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
が
、
担
当
時
間
を
消
化
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
姿
勢
も
見
え
、
自
ら

可
能
な
か
ぎ
り
調
査
を
深
め
問
題
を
考
察
す
る
意
欲
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
残
念
で
あ
っ
た
。
二
年
生
は
、
ま
だ
取
組
み
方
が
わ
か
ら
な
い
感
じ
で

あ
っ
た
が
、
今
後
、
先
輩
を
も
超
え
て
い
く
覇
気
を
見
せ
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。
鎌
倉
新
仏
教
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
や
は
り
親
鸞
を
と
り
あ
げ
る
発
表

が
多
か
っ
た
。
そ
の
他
、
道
元
、
日
蓮
ら
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

年
間
の
行
事
と
し
て
、
四
月
に
は
歓
迎
コ
ン
パ
を
行
い
、
夏
休
み
に
は
鴨

川
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
ゼ
ミ
合
宿
を
行
な
っ
た
。
た
だ
し
、
参
加
者
が
減

少
し
て
お
り
、
こ
れ
も
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
十
二
月
、
忘
年
会
を
行
い
、

三
月
に
は
追
い
出
し
コ
ン
パ
を
予
定
し
て
い
る
。
八
月
三
十
一
日
〜
九
月
二

日
の
二
泊
三
日
の
ゼ
ミ
合
宿
で
は
研
究
発
表
も
二
日
に
わ
た
っ
て
行
う
と
と

も
に
、
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
遊
び
、
夕
食
後
の
懇
談
会
で
も
大
い
に
懇
親

を
深
め
た
。

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑧

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習

①
テ
ー
マ

｢

イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：

藤
浪

崇
裕

(

三
年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

四
年
生

六
名
、
三
年
生
九
名
、
二
年
生
一
二
名

③
活
動
報
告

本
年
度
春
学
期
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
文
献
講
読
、
秋
学
期
は
個
人
発
表

を
中
心
に
ゼ
ミ
を
進
め
た
。
春
学
期
に
お
い
て
は
、
十
一
世
紀
頃
の
編
纂
と

さ
れ
る
イ
ン
ド
密
教
の
マ
ン
ダ
ラ
テ
キ
ス
ト

『

ニ
シ
ュ
パ
ン
ナ
・
ヨ
ー
ガ
ー

ヴ
ァ
リ
ー

(

完
成
せ
る
ヨ
ー
ガ
の
環)』

｢

第
二
十
一
章

法
界
語
自
在
マ
ン

ダ
ラ
の
章｣

を
講
読
し
た
。
本
演
習
に
お
い
て
は
各
自
予
習
を
し
、
授
業
中

に
和
訳
、
問
題
点
な
ど
を
質
疑
応
答
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
た
。
ま
た
そ

の
際

『

国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
別
冊
七
号

法
界
語
自
在
マ
ン
ダ
ラ
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の
神
々』

(

長
野
泰
彦
、
立
川
武
蔵
編
、
一
九
八
九)

中
の
テ
キ
ス
ト
和
訳

(
森
雅
秀
氏
訳)

、
お
よ
び
現
代
の
ネ
パ
ー
ル
人
画
家
に
よ
る
図
版
を
参
照
し

な
が
ら
講
読
を
進
め
た
。

本
ゼ
ミ
に
お
い
て
は
、
今
年
度
が
初
め
て
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス

ト
講
読
で
あ
っ
た
の
で
、
特
に
二
、
三
年
生
は
デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字

の
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
、
和
訳
等
に
苦
労
し
た
よ
う
だ
が
、
次
第
に
慣
れ
た
様
子

で
あ
っ
た
。
半
年
間
の
講
読
を
通
じ
て
、
密
教
図
像
に
関
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
の
専
門
用
語
の
習
得
、
図
像
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
の
把
握
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
文
法
の
確
認
等
が
あ
る
程
度
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。

秋
学
期
は
、
各
自
で
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
決
定
し
口
頭
発
表
を
行
っ
た
。

本
ゼ
ミ
は
と
く
に
仏
教
図
像
、
美
術
に
興
味
の
あ
る
学
生
が
多
く
、
仏
像
や

マ
ン
ダ
ラ
、
仏
塔
、
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
関
す
る
発
表
も
あ
っ
た
。
ま
た

平
成
二
十
年
九
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
河
口
湖
で
合
宿
を
行
い
、
四
年
生
の

卒
論
中
間
報
告
、
付
近
施
設
の
散
策
な
ど
を
行
っ
た
。
合
宿
時
点
で
、
ま
だ

卒
業
研
究
の
準
備
が
遅
れ
て
い
る
四
年
生
も
あ
っ
た
の
で
、
今
後
は
早
め
に

テ
ー
マ
決
定
、
準
備
等
を
行
っ
て
い
く
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

出
野
尚
紀

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑨

(

Ⅱ
部
・
二
年
生)

①
テ
ー
マ

｢

イ
ン
ド
思
想
・
文
化
の
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：

猪
狩
美
穂

(

二
年
生)

、
以
下
一
二
名

③
活
動
報
告

テ
ー
マ
を

｢

イ
ン
ド
思
想
・
文
化
の
研
究｣

と
設
定
し
た
が
、
各
人
の
興

味
の
赴
く
と
こ
ろ
に
従
い

｢

イ
ン
ド
哲
学
科
の
授
業
で
あ
る｣

と
い
う
範
疇

の
中
で
自
由
に
問
題
設
定
を
し
、
研
究
発
表
を
一
年
に
二
度
ず
つ
行
う
こ
と

と
し
た
。
ま
た
、
各
回
の
発
表
者
以
外
が
、｢

教
室
に
存
在
す
る
だ
け｣

と

な
ら
な
い
よ
う
に
、
各
研
究
発
表
に
対
し
て
、
出
席
者
は
質
問
・
コ
メ
ン
ト

を
述
べ
、
そ
れ
を
記
入
者
が
記
入
し
、
次
の
回
に
発
表
者
が
回
答
を
す
る
と

い
う
形
式
を
採
っ
た
。
以
下
に
修
得
者
の
発
表
題
目
を
列
挙
す
る
。

猪
狩
美
穂

｢

イ
ン
ド
の
食
文
化
〜
イ
ン
ド
人
は
ど
う
い
う
も
の
を
食
す
る

の
か
？
〜｣

、｢

イ
ラ
ン
の
食
文
化｣

。
石
原
優
美

｢

古
代
イ
ン
ド
の
神
に
つ

い
て
―
シ
ヴ
ァ
神
と
そ
の
家
族
―｣

、｢

イ
ン
ド
の
葬
儀
―
諸
国
と
の
比
較
―｣

。

川
村
友
里

｢

イ
ン
ド
の
服
飾
に
つ
い
て
〜
婚
礼
衣
装
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
〜｣

、｢

中
国
少
数
民
族
の
服
飾｣

。
齊
坂
将
吏

｢

イ
ン
ド
の
Ｉ
Ｔ

〜
Ｉ
Ｔ

技
術
者
を
育
て
る
教
育｣

、｢

イ
ン
ド
の
結
婚
〜
ダ
ウ
リ
ー
制
度｣

。
末
廣
龍

一

｢

イ
ン
ド
の
宗
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
―
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

と
ム
ス
リ
ム
―｣

、｢

阿
修
羅

〜
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
謎
〜｣

。
宅
間
房
恵

｢

仏
像
〜
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
弥
勒
菩
薩
像
〜｣

、｢

マ
ト
ゥ
ラ
ー
仏
に
つ
い
て｣

。

中
野
光

｢

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
々
―
神
々
信
仰
の
起
源
と
そ
の
形
態
―｣

、

｢

密
教
と
は
―
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
と
そ
の
思
想｣

。
橋
本
美
里

｢

ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
に
つ
い
て
―
カ
ー
ス
ト
制
度
の
起
源
と
形
態
、
現
況
―｣

、｢

イ

ン
ド
の
音
楽｣

。

反
省
点
を
述
べ
れ
ば
キ
リ
が
な
い
が
、
担
当
教
員
が
、
こ
の
設
定
で
演
習

を
担
当
し
指
導
す
る
に
は
、
学
問
的
に
も
人
間
的
に
も
、
余
り
に
力
不
足
な

面
が
顕
著
で
あ
り
、
受
講
生
に
は
多
大
な
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
ま
ず
羞
じ

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
と
く
に

｢

印
度
学
と
か
け
離
れ
た
こ
と
で
も
自
由
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に｣

と
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
授
業
と
し
て
発
表
に
対
し
て
の
解
説
・
説

明
が
不
十
分
と
な
り
申
し
訳
な
く
思
う
。

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑩

(

Ⅱ
部
・
二
年
生)

①
テ
ー
マ

｢

仏
教
学
分
野｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：
山
崎
可
菜
絵

(

二
年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

二
年
生

十
三
名
、
三
年
生
五
名
、
四
年
生
三
名

③
活
動
報
告

当
初
の
計
画
で
は
、
春
学
期
は
全
体
で
一
つ
の
共
通
の
テ
ー
マ
を
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
研
究
し
て
発
表
す
る
形
式
を
、
秋
学
期
は
自
由
テ
ー
マ
で
個

人
研
究
発
表
を
行
う
形
式
で
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
研

究
で
は
ゼ
ミ
生
の
要
望
を
考
慮
し
て
初
期
仏
教
班
、
大
乗
仏
教
班
、
日
本
仏

教
班
に
分
け
、｢

仏
教
各
派
の
釈
尊
観｣

と
い
う
全
体
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

準
備
し
て
も
ら
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
い
ざ
発
表
と
な
っ
た
時
に
、
ゼ
ミ
の

時
間
以
外
に
ゼ
ミ
生
が
班
で
集
ま
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
て
、
結
局
各
人
が

独
自
に
準
備
し
て
き
た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
共
通
テ
ー
マ
の
個
人
研
究

発
表
に
切
り
替
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
秋
学
期
は
予
定
通
り
、
自
由
テ
ー

マ
に
よ
る
個
人
研
究
発
表
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
全
員
が
春
学
期
と
秋

学
期
に
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
発
表
を
行
っ
た
。

一
年
を
通
し
て
レ
ジ
ュ
メ
の
作
成
方
法
の
指
導
が
主
で
あ
り
、
内
容
的
な

こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
改
善
す
べ
き
問
題

点
と
し
て
は
、
ゼ
ミ
生
が
自
ら
選
ぶ
参
考
資
料
の
質
が
悪
く
、
良
書
を
参
照

す
る
学
生
が
少
な
い
こ
と
、
ま
た
剽
窃
に
な
ら
な
い
よ
う
、
典
拠
を
き
ち
ん

と
挙
げ
、
参
考
資
料
を
複
数
用
い
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
と
、
発
表
が
単
な

る
複
数
の
資
料
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
し
ま
い
、
独
自
の
文
脈
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

参
考
資
料
の
質
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
た
と
い
ゼ
ミ
生
の
力
量
を
上
回
っ

て
も
、
担
当
教
員
の
側
で
参
考
資
料
を
限
定
す
る
必
要
性
を
感
じ
た
。

課
外
活
動
と
し
て
は
コ
ン
パ
の
話
が
上
が
っ
て
い
た
が
、
結
局
実
現
に
至

ら
な
か
っ
た
。

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑪

(

Ⅱ
部
・
三
〜
四
年
生)

①
テ
ー
マ

｢

イ
ン
ド
思
想
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事

田
中
節
子

(

三
年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

四
年
生
六

名
、
三
年
生
五
名

③
活
動
報
告

今
年
度
か
ら
二
年
間
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
選
択
科
目
で
あ
る
こ
と

が
理
由
か
も
し
れ
な
い
が
、
き
わ
め
て
少
人
数
で
参
加
者
の
意
識
も
高
く
、

｢

ゼ
ミ｣

と
し
て
は
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
と
言
え
る
。
全
員
に
共
通
す
る
課

題
と
し
て
は
、
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
輪
読
を
行
い
、
そ
の
他
に
は
個
別
の

研
究
発
表
を
実
施
し
た
。
前
者
に
関
し
て
は
、
イ
ン
ド
思
想
史
上
の
主
要
な

ト
ピ
ッ
ク
を
扱
っ
た
箇
所
を
選
ん
だ
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
読
解
力
に
差

が
あ
り
、
全
員
が
同
じ
レ
ベ
ル
で
参
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一

文
ご
と
に
詳
細
な
説
明
と
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
の
で
、
得
ら
れ
た
も
の
は
大
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き
い
と
思
う
。

研
究
発
表
に
つ
い
て
は
、
三
年
生
の
段
階
か
ら
卒
論
を
視
野
に
入
れ
た
勉

強
を
し
て
い
る
参
加
者
も
多
く
、
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。
ゼ
ミ
合
宿
は
夏
に

富
士
見
高
原
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
実
施
し
た
。

伊
吹
敦

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑫

(

Ⅱ
部
・
三
〜
四
年
生)

①
テ
ー
マ

｢

禅
思
想
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：

大
滝
彩
加

(
三
年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

四
年
生
二

名
、
三
年
生
七
名

③
活
動
報
告

本
年
度
は
、
最
初
に
、
鈴
木
大
拙
の

｢

禅
仏
教｣
と
い
う
文
章
を
読
ん
で
、

禅
思
想
に
つ
い
て
基
本
的
な
知
識
を
学
ん
だ
後
に
、
道
元
の

『

正
法
眼
蔵』

を
読
み
始
め
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
内
容
が
難
し
す
ぎ
、
授
業
に
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
途
中
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
を

『

正
法
眼
蔵
随
聞
記』

に
改

め
た
。

授
業
は
輪
読
の
形
、
即
ち
、
テ
キ
ス
ト
を
適
当
に
区
切
り
、
担
当
者
を
決

め
て
、
各
自
作
成
し
た
レ
ジ
ュ
メ
に
基
づ
い
て
発
表
を
し
て
も
ら
っ
た
。
初

め
は
馴
れ
ず
、
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
し
っ
か

り
と
し
た
発
表
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
自
発
的
な
質
問
が
出
る
場
合
な

ど
も
あ
り
、
取
り
組
む
姿
勢
に
お
い
て
は
、
一
部
の
学
生
よ
り
も
遥
か
に
ま

さ
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

授
業
を
通
じ
て
、『

正
法
眼
蔵
随
聞
記』

は
、
平
易
な
内
容
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
奥
に
深
い
思
想
性
が
垣
間
見
ら
れ
、
学
生
に
禅
的
価
値
観
を
知
っ

て
も
ら
う
に
は
最
適
の
文
献
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
来
年
度
も
テ

キ
ス
ト
に
使
お
う
か
と
思
っ
た
。

卒
論
指
導
は
随
時
行
っ
た
が
、
学
生
に
よ
っ
て
取
り
組
み
に
大
き
な
違
い

が
あ
り
、
で
き
あ
が
っ
た
卒
論
も
、
何
年
も
か
け
て
仕
上
げ
た
立
派
な
も
の

か
ら
、
甚
だ
し
く
粗
忽
な
も
の
ま
で
様
々
で
あ
っ
た
。
卒
論
指
導
を
も
っ
と

組
織
的
・
計
画
的
な
も
の
と
し
て
、
一
定
の
水
準
に
保
つ
必
要
性
を
痛
感
し

た
。課

外
活
動
と
し
て
は
、
コ
ン
パ
を
行
っ
た
程
度
で
あ
っ
た
。
合
宿
な
ど
も

で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
諸
般
の
事
情
の
た
め
果
た
せ
な
か
っ
た
の
は
遺
憾

で
あ
る
。
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平
成
二
十
年
度
開
講
科
目

・
授
業
名
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
、
担
当
者
の
順
に
記
す
。

・
平
成
二
十
年
度
以
降
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
平
成
十
九
年
度
以
前
の
旧
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
間
で
、
授
業
の
名
称
に
変
更
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
名
称
を
掲
載
し
た
。

・
通
年
科
目
は
Ａ

(

春
学
期)
・
Ｂ

(

秋
学
期)

に
分
か
れ
る
が
、
担
当
者

が
同
一
で
あ
り
、
か
つ
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
春
秋
通
じ
て
同
一
の
場
合
、

そ
の
区
分
は
省
略
し
て
記
し
た
。

・
た
だ
し
、
半
期
の
み
の
授
業
に
つ
い
て
は
《
春
》
《
秋
》
と
表
記
し
た
。

・
担
当
者
お
よ
び
《
春
》
《
秋
》
の
授
業
区
分
に
付
し
た
カ
ッ
コ
内
の
数
字

は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
区
別
を
示
す
。
カ
ッ
コ
が
付
さ
れ
て
い
な

い
も
の
は
、
Ⅰ
部
Ⅱ
部
隔
年
開
講
の
科
目
か
、
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
担
当
者
が

同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

＜

学
部＞

(

五
十
音
順)

イ
ス
ラ
ム
教
概
説
《
秋
》(

イ
ス
ラ
ー
ム
の
と
ら
え
方)

後
藤

明

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ａ(

イ
ン
ド
思
想
・
宗
教
・
文
化
を
ど
の
よ
う

に
学
ぶ
か)

宮
本
久
義

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ｂ

(

仏
教
研
究
入
門)

山
口
し
の
ぶ

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ａ

(

仏
教
研
究
入
門)

山
口
し
の
ぶ

(

Ⅱ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ｂ

(

イ
ン
ド
学
分
野)

橋
本
泰
元

(

Ⅱ)

イ
ン
ド
現
代
思
想

(

イ
ン
ド
近･

現
代
の
宗
教
思
想
家)

宮
本
久
義

イ
ン
ド
古
典
哲
学

(

イ
ン
ド
思
想
史)

宮
本
久
義

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
古
典
哲
学
《
秋
》(

イ
ン
ド
古
典
哲
学
概
説)

沼
田
一
郎

(

Ⅱ)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①

(

古
代
イ
ン
ド
社
会
・
文
化
の
諸
問
題)

沼
田
一
郎

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
②

(

イ
ン
ド
思
想
研
究)

宮
本
久
義

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
③

(

中
世
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
研
究)

橋
本
泰
元

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
④

(

イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
研
究)

渡
辺
章
悟

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑤

(

原
始
仏
教
研
究)

岩
井
昌
悟

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑥

(

禅
思
想
研
究)

伊
吹

敦

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑦

(

日
本
仏
教
の
自
然
観)

竹
村
牧
男

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑧

(

密
教
研
究
お
よ
び
イ
ン
ド
・
仏
教
美
術
の
研

究)

山
口
し
の
ぶ

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑨

(

イ
ン
ド
思
想
・
文
化
の
研
究)出

野
尚
紀

(

Ⅱ)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑩

(

仏
教
学
分
野)

岩
井
昌
悟

(

Ⅱ)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑪

(

イ
ン
ド
思
想
研
究)

沼
田
一
郎

(

Ⅱ)
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑫

(

禅
思
想
研
究)

伊
吹

敦

(

Ⅱ)
イ
ン
ド
の
宗
教
Ａ

(

ヴ
ェ
ー
ダ
の
宗
教
と
反
ヴ
ェ
ー
ダ
的
自
由
思
想)橋

本
泰
元

イ
ン
ド
の
宗
教
Ｂ

(

反
ヴ
ェ
ー
ダ
的
自
由
思
想
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
諸
思
想
の
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展
開)

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
仏
教
史
Ａ

(

釈
尊
の
覚
り
と
そ
の
展
開)

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
仏
教
史
Ｂ

(

大
乗
仏
教
と
は
何
か
。)

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
・
仏
教
図
像
学
《
春
》(

Ⅱ)

・
《
秋
》(

Ⅰ)
(

仏
、
神
々
の
姿
と
そ

の
意
味)

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
文
学
《
春
》(
Ⅰ)

・
《
秋
》(

Ⅱ)
(

ヴ
ィ
ン
デ
ィ
ヤ
山
脈
の
頂
き
か

ら
イ
ン
ド
文
学
を
見
る)

高
橋
孝
信

イ
ン
ド
文
化
論
Ⅰ
Ａ

(

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
研
究)

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
文
化
論
Ⅰ
Ｂ

(

碑
文
研
究)

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
文
化
論
Ⅱ

(

道
を
め
ぐ
る
イ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化)

宮
本
久
義

キ
リ
ス
ト
教
概
説
《
春
》(

キ
リ
ス
ト
教
の
誕
生
と
そ
の
背
景)

山
中
利
美

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
読
む

(

古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
初
級
文
法)

渡
邉
郁
子

(

Ⅱ)

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
読
む
Ⅰ
・
Ⅱ

(

古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
入
門)

沼
田
一
郎

(

Ⅰ)

社
会
と
宗
教
Ａ

(

近
現
代
の
日
本
社
会
と
宗
教)
住
家
正
芳

社
会
と
宗
教
Ｂ

(

現
代
社
会
と
宗
教)

住
家
正
芳

宗
教
科
教
育
論
《
春
》(

宗
教
と
教
育
に
つ
い
て)

成
瀬
良
�(
Ⅰ)

宗
教
科
指
導
法
Ⅰ
・
Ⅱ

(｢

宗
教
科｣

の
教
育
と
指
導)

成
瀬
良
�(

Ⅰ)

宗
教
学
Ⅱ
Ａ

(

ア
ジ
ア
宗
教
の
歴
史
と
特
色)

山
口
し
の
ぶ

(

Ⅱ)

宗
教
学
Ⅱ
Ｂ

(

宗
教
の
諸
概
念
と
ア
ジ
ア
宗
教
の
理
解)

山
口
し
の
ぶ

(

Ⅱ)

宗
教
と
は
何
か

渡
辺
浩
希

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ

(

仏
教
を
中
心
と
し
て
、｢

信
仰
と
修
行｣

に
つ

い
て
考
察
す
る)

＜

オ
ム
ニ
バ
ス
形
式＞

宮
本
久
義

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ｂ

(

仏
教
を
中
心
と
し
て
、｢

戒
律
と
禁
欲｣

に
つ

い
て
考
察
す
る)

＜

オ
ム
ニ
バ
ス
形
式＞

宮
本
久
義

卒
業
論
文
・
製
作

チ
ベ
ッ
ト
文
献
講
読

(

古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
の
文
法
お
よ
び
仏
教
経
典
の
翻
訳

練
習)

山
口
し
の
ぶ

中
国
仏
教
史

(

中
国
仏
教
の
変
遷)

伊
吹

敦

朝
鮮
仏
教
史
《
春
》(

Ⅰ)

・
《
秋
》(

Ⅱ)
(

朝
鮮(

韓
国)

仏
教
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る)

佐
藤

厚

哲
学
概
論

(

知
は
何
を
目
指
し
た
の
か
―
西
洋
哲
学
と
仏
教
―)

渡
邉
郁
子

(

Ⅱ)

東
南
ア
ジ
ア
仏
教
史
《
春
》(

Ⅱ)

・
《
秋
》(

Ⅰ)
(

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お

け
る
各
王
朝
に
よ
る
仏
教
政
策
の
歴
史
を
概
観
す
る)

藪
内
聡
子

東
洋
思
想
Ａ(

東
洋
の
倫
理
思
想
―
チ
ベ
ッ
ト
の
倫
理
思
想
を
中
心
と
し
て
―)

島
田
茂
樹

(

Ⅱ)

東
洋
思
想
Ｂ

(

東
洋
の
倫
理
思
想
―
神
秘
主
義

(

タ
ン
ト
リ
ズ
ム)

を
中
心

と
し
て
―)

島
田
茂
樹

(

Ⅱ)

日
本
思
想
《
秋
》(

神
仏
習
合
思
想
の
形
成
と
展
開)

伊
藤

聡

日
本
仏
教
史
Ａ

(

日
本
仏
教
思
想
の
歩
み)

佐
藤

厚

(

Ⅰ)
日
本
仏
教
史
Ｂ

(

日
本
仏
教
の
歩
み
・
近
世
か
ら
近
代)

佐
藤

厚

(

Ⅰ)

日
本
仏
教
史

(

日
本
仏
教
各
宗
の
思
想
を
探
る)

竹
村
牧
男

(

Ⅱ)

パ
ー
リ
文
献
講
読
Ａ

(

パ
ー
リ
語
文
法
講
座)

岩
井
昌
悟
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パ
ー
リ
文
献
講
読
Ｂ

(

聖
典
を
直
に
読
む)

岩
井
昌
悟

ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
献
講
読

(

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
を
学
ん
で
イ
ン
ド
世
界
へ)橋

本
泰
元

仏
教
文
献
を
読
む

橘
川
智
昭

仏
教
文
献
を
読
む

(
宗
密

『

原
人
論』

の
講
読)

佐
藤

厚

(

Ⅱ)

仏
教
古
典
哲
学

(
仏
教
の
基
礎
的
な
用
語
と
そ
の
背
景
を
学
ぶ)

米
澤
嘉
康

(

Ⅰ)

仏
教
古
典
哲
学
《
春
》(

す
べ
て
は
解
脱
の
た
め
に)

岩
井
昌
悟

(

Ⅱ)

仏
教
思
想
論
Ⅰ

(

般
若
中
観
思
想
の
研
究)

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
論
Ⅱ

(

唯
識
思
想)

橘
川
智
昭

仏
教
梵
語
講
読

計
良
隆
世

ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ａ

(

仏
教
と
は
何
か)

渡
辺
章
悟

ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ｂ

(

仏
教
の
思
想
と
そ
の
展
開)

渡
辺
章
悟

仏
典
の
思
想
と
文
化
Ⅰ
Ａ

(

華
厳
経
の
思
想
と
文
化)

金
本
拓
士

仏
典
の
思
想
と
文
化
Ⅰ
Ｂ

(

密
教
の
思
想
と
文
化)

金
本
拓
士

仏
典
の
思
想
と
文
化
Ⅱ
Ａ

(

禅
思
想
の
形
成
と
社
会
と
の
交
渉)
伊
吹

敦

仏
典
の
思
想
と
文
化
Ⅱ
Ｂ

(『

歎
異
抄』

を
読
む)

本
多
静
芳

ヨ
ー
ガ
と
そ
の
思
想

(

ヨ
ー
ガ
の
実
践
を
交
え
て)

番
場
裕
之

＜

大
学
院＞

博
士
前
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ

(

中
世
イ
ン
ド
思
想
の

研
究)

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅲ

(

祭
式
・
儀
礼
か
ら
見
た
イ
ン
ド
の
文
化
の
変
容)

永
ノ
尾
信
悟

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ

(

イ
ン
ド
哲

学
大
系
の
研
究)

宮
本
久
義

初
期
仏
教
研
究
Ⅰ

(

仏
教
学
の
常
識
の
再
検
証)

森

章
司

初
期
仏
教
研
究
Ⅱ

(

ア
ビ
ダ
ル
マ
教
理
研
究)

三
友
健
容

大
乗
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ

(

初
期
大
乗
仏
教
の
研
究)

渡
辺
章
悟

大
乗
仏
教
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ

(

イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
密
教
研

究)

山
口
し
の
ぶ

大
乗
仏
教
研
究
Ⅲ

(

中
観
思
想
史
研
究
―

『

中
論』

と
そ
の
思
想
史
的
影

響
を
め
ぐ
っ
て)

齋
藤

明

中
国
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ

(

中
国
仏
教
思
想
研
究)伊

吹

敦

日
本
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ

(

空
海

『

弁
顕
密
二
教
論』

講

読)

竹
村
牧
男

日
本
仏
教
研
究
Ⅱ

(

日
本
密
教
の
基
盤
―

『

大
日
経』

の
註
釈
を
読
む
―)

大
久
保
良
俊

博
士
後
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ

(

正
統
バ
ラ
モ
ン

系
統
の
思
想
研
究)

宮
本
久
義

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ

(

中
世
イ
ン
ド
思

想
の
研
究)

橋
本
泰
元

― ―75



仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ

(

初
期
大
乗
仏
教
の
文
献
的

研
究)

渡
辺
章
悟

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ

(

中
唐
期
の
研
究)

伊
吹

敦

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ

(

日
本
唯
識
思
想
研
究)

竹
村
牧
男
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平
成
十
九
年
度
卒
業
論
文

＜

Ⅰ
部＞

石
井

佳
太

日
本
ミ
イ
ラ
信
仰
の
研
究

深
井

友
香

『

声
字
実
相
義』

に
お
け
る
言
語
観
、
実
相
観
に
つ
い
て

大
井
正
太
郎

諸
行
無
常
を
生
き
な
が
ら

平
川

敬
太

日
印
共
闘
の
歴
史

石
坂

歩
美

イ
ン
ド
文
学
に
お
け
る
動
物
の
性
格

中
島

寿
丸

神
々
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

―
梵
天
勧
請
か
ら
見
る
釈
尊
の
布
教

の
意
味
―

鴨
田

崇
文

日
本
人
の
ガ
ン
ガ
ー
観

〜
三
島
由
紀
夫
か
ら
ブ
ロ
グ
ま
で

〜

村
井

佑
輔

稲
荷
信
仰
の
研
究

―
狐
と
ダ
ー
キ
ニ
ー
を
中
心
と
し
て
―

辻

正
克

パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
諸
相
と
し
て
派
生
す
る
女
神
に
つ
い

て

〜
マ
ハ
ー
デ
ー
ヴ
ィ
ー

(

大
女
神)

信
仰
と
の
関
係
か

ら
〜

田
口

恵
理

イ
ン
ド
の
急
成
長
を
支
え
る
原
動
力
と
し
て
教
育
に
求
め
る

事

―
教
員
養
成
問
題
か
ら
―

中
里

弥
生

『

古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
遊
女
の
考
察』

〜

『

カ
ー
マ
・

ス
ー
ト
ラ』

・『

遊
女
の
手
引
き』

・『

遊
女
の
足
蹴』

を
読

ん
で
〜

金
�

裕
美

イ
ン
ド
の
女
性
運
動
と
そ
の
成
果

―Self
E
m
ployed

W
om
en's

A
ssociation

の
活
動
を
め
ぐ
っ
て
―

三
戸

陽
子

イ
ン
ド
ビ
ー
ル
事
情

山
中

一
歩

親
鸞
の
念
仏
思
想

�
野

靖
子

ミ
テ
ィ
ラ
ー
画
が
も
た
ら
す
生
活
変
化
と
流
通

中
込

美
和

『

秘
蔵
宝
鑰』

が
説
く
密
教

〜
九
顕
十
密
〜

奥
山

貴
嗣

北
伝
に
観
る
北
伝
仏
教
と
南
伝
仏
教
の
相
違
点

〜
降
魔
の

章
を
主
格
に
〜

羽
田

拓
也

御
釈
迦
様
の
生
涯

大
森

智

現
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

佐
藤

美
穂

九
曜
の
研
究

町
田

知
里

古
代
イ
ン
ド
の
王
権
と
祭
祀

宮
本

百
恵

墓
廟
を
中
心
に
見
る
ム
ガ
ル
美
術

〜
タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
ま

で
〜

大
谷

隆
憲

イ
ン
ド
に
お
け
る
ガ
ネ
ー
シ
ャ
と
日
本
の
歓
喜
天

小
澤
美
樹
子

イ
ン
ド
に
お
け
る
日
本
語
教
育

米
良

友
紀

イ
ン
ド
音
楽
概
説

庄
司

彩
美

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
小
児
科
に
つ
い
て

若
林

大
介

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
を
中
心
と
し
た
死
生
観
の
考
察

菅
原

ふ
み

神
話
の
構
造
比
較
研
究

〜
デ
ュ
メ
ジ
ル
の
三
機
能
体
系
説

の
検
討
〜

相
川

裕
保

五
色
不
動
の
由
来

島
�

慶
子

イ
ン
ド
に
お
け
る
創
造
神
話
の
考
察

―
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
と

の
関
係
を
中
心
に
―

― ―77



八
木
田
香
織

イ
ン
ド
大
乗
仏
教
に
お
け
る＜

慈
悲＞

強
調
の
背
景
に
つ
い

て

―
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ

『

プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
ー』

第
十
七
章

｢

業
と
果
報
と
を
考
察
す
る
こ
と｣

を
中
心
に
―

園
田
沙
弥
佳

観
音
信
仰
の
成
立
と
発
展
に
関
す
る
研
究

阿
部

信
哲

神
と
人
と
を
つ
な
ぐ
も
の

〜
信
仰
と
幻
覚
誘
発
剤
〜

松
井

縁

廓
庵
禅
師

『

十
牛
図』

に
お
け
る
思
想

―
自
覚
の
深
化
と

そ
の
プ
ロ
セ
ス
―

橋
ヶ
谷
伊
平

お
寺
と
ご
住
職
と
私

吉
田

侑
加

イ
ン
ド
の
食
文
化
と
ス
パ
イ
ス
の
効
果

峰
岸

恵

タ
ゴ
ー
ル
著

『

人
間
の
宗
教』

『

サ
ー
ダ
ナ』

に
お
け
る
古

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
思
想
の
意
義

齋
藤

清
成

ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
生
涯

東
間

友
宏

イ
ン
ド
古
典
文
学
及
び
説
話
に
お
け
る
酒
の
文
化

橋
本

英
典

不
動
明
王
の
研
究

森
村

政
道

南
伝
大
蔵
経
に
見
る
パ
リ
ッ
タ
の
研
究

村
上

貴
大

イ
ン
ド
映
画
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム

―
映
画
政
策
に
み
る

｢

外
向
性
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム｣
と

そ
の
背
景
―

飯
島

智
恵

プ
ー
ラ
ン
・
デ
ー
ヴ
ィ
の
生
涯
の
考
察
―
イ
ン
ド
の
女
性
差

別
問
題
を
中
心
に
―

南

浩
一

シ
ャ
ン
カ
ラ
の
思
想
研
究

―

『

ウ
パ
デ
ー
シ
ャ
・
サ
ー
ハ

ス
リ
ー』

を
中
心
に
―

窪

明
博

親
鸞
の
浄
土
観

小
倉

薫

ミ
ー
ラ
ー
ン
・
バ
ー
イ
ー
の
忠
誠

石
井
え
り
子

｢

ム
ー
ラ
デ
ー
ヴ
ァ
と
性
転
換
の
秘
薬｣

に
お
け
る
イ
ン
ド

文
化

野
上

詩
乃

ス
ト
ゥ
ー
パ
の
発
祥
と
発
展

横
山

福
寿

毘
沙
門
天
信
仰
の
変
遷

尾
形

優

現
代
イ
ン
ド
の
混
迷

―
宗
教
と
政
治
の
狭
間
で
―

＜

Ⅱ
部＞

上
野

絢
子

イ
ン
ド
舞
踏
の
世
界
観

―A
b

h
in

a
y
a

d
a

rp
a

n･
a

を
中
心

と
し
て
―

神
保

礼
美

サ
テ
ィ
ー
か
ら
見
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
の
女
性
観

町
田

陽
祐

｢

主
体
性｣

―
実
存
か
ら
の
求
心
―

長
澤

英
明

板
敷
山
大
覚
寺
の
伝
説
と
そ
の
願
い

大
学
院
修
士
論
文

貴
貫

智
裕

『

大
品
般
若
経』

に
お
け
る
薩
婆
若

三
澤

祐
嗣

『

マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ』

に
お
け
る
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
思
想
―

｢

モ
ー
ク
シ
ャ
ダ
ル
マ
編｣

に
お
け
る
３
種
の
グ
ナ
に
つ
い

て
―

相
川

愛
美

サ
テ
ィ
ー
観
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
研
究

加
藤

千
絵

ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
・
グ
ル
の
思
想
研
究
―

『

洞
察
の
花
環』

を

中
心
と
し
て
―
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烏ウ

力リ

吉ジ

吉ジ

日リ

�ガ

拉ラ

『

金
光
明
経』

Suvarn･ aprabha‾ sasu‾ tra

に
お
け
る
陀

羅
尼D

ha‾ ran･ � �

に
つ
い
て

伊
藤

慶

ナ
ー
タ
派
に
お
け
る
身
体
観
と

｢

不
死｣

観
―

G
oraks･ as �ataka

を
中
心
に
―

澤
田

容
子

ア
ル
ダ
ナ
ー
リ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
研
究

〜
プ
ラ
ー
ナ
聖
典
を

中
心
と
す
る
成
立
過
程
の
一
考
察
〜

板
野

義
弘

『

サ
ー
ダ
ナ
・
マ
ー
ラ
ー』

ヘ
ー
ル
カ
成
就
法
の
研
究

橋
爪

浩
昭

『

雑
阿
含
経』

｢
五
蘊
誦｣

と

『

相
応
部』

K
handavagga

のanattam

井
原

知
子

ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
に
お
け
る

upam
a‾ na

に
つ
い
て
―

N
ya‾ yasu‾ tra

か
らN

ya‾ yava‾ rttika

ま
で
の
定
義
の
変
化

を
め
ぐ
っ
て
―
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